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観光地域づくりの舵取り役・十和田市DMO観光地域づくりの舵取り役・十和田市DMO

十和田奥入瀬観光機構十十和和和田田奥奥奥入入瀬瀬瀬観観観観光光光機機機機構構構構」」「「一般社団法人一般社団法人 がが しましたしましたスタートススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタターーートトトトトトトトトトトトトトト

問 問 観光推進課 ☎51６７７２観光推進課 ☎51６７７２（２月15日㈮／設立時理事会での記念撮影の様子）（２月15日㈮／設立時理事会での記念撮影の様子）

　２月15日、本市が誇る豊富な資源を組み合わせ、「稼いで潤う」観光地域づくりの舵取り役となる十和田市DMO
一般社団法人「十和田奥入瀬観光機構」の設立総会が開かれ、活動をスタートさせました。
　当機構は、従来、十和田市観光協会が行ってきた業務と、十和田湖国立公園協会が行ってきた観光に関する業務を
引き継ぎ、全市一体的に観光振興を担う組織として、市が中心となり設立を進めてきました。
　理事長には、大手旅行会社に20年以上勤務した経験を持ち、観光人材育成の分野を専門として大学で教壇に立つ神
戸山手大学副学長の小

お の だ

野田金
き ん じ

司さんが就任しました。また、県内に支店を置く大手運輸・旅行関係企業や市内の産業
団体、金融機関などが理事に就任し、観光を軸としてさまざまな事業者を巻き込んで地域振興を図っていくことを確
認しました。
　今月号では、機構の体制、取り組み、小野田理事長のメッセージをお知らせします。

＜総会（会員）＞

＜理事会＞
理事長：小野田金司
理事・監事：運輸、旅行会社、産業団体、金融機関など

＜部会＞※地域の事業者

分野別：宿泊、交通、体験、物産、飲食

観光推進グループ担当業務
①マーケティング・戦略策定　②コンテンツ開
発・商品造成　③情報発信・プロモーション
④受入整備・サービス向上

観光推進マネージャー 総務・イベントマネージャー

総務・イベントグループ担当業務
①市街地・十和田湖畔イベント企画運営　②
観光案内・物産関連業務　③総務・経理・財
務マネジメント・事業者向け経営改善施策

❖春・夏・秋まつり・市街地行事・物産事業など
（十和田市観光協会が担ってきた観光・物産事業）

❖十和田湖畔イベントなど
（十和田湖国立公園協会が担ってきた観光事業）

事務局長観光開発統括 アドバイザー

【　体　制　】
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【　取り組み　】
マーケティングに基づく戦略策定
❖ 地域の事業者を巻き込み、観光地づくりを追求する
❖ 情報・データを活用して消費者ニーズや動向分析を行う（マーケティング）
❖ 選ばれる観光地として持続的に成長するための方向性を示す（ブランディング）

１

十和田湖・奥入瀬・市街地をつないだ観光地づくり
❖ 十和田湖と奥入瀬の自然を、より観光資源として生かす
❖ 現代アートに彩られた市街地と十和田湖・奥入瀬を点ではなく線でつなぎ、エリア相互の回遊を促す
❖ 体験プランなどの選択肢を幅広く用意し、より長く、より満足度の高い滞在地にする
❖ 外国語対応の充実や多言語デジタル情報の整備など、外国からの観光客も快適に過ごせる環境整備
をする

２

世界への魅力の発信
❖ ターゲットに応じた戦略的・効果的な情報発信を行う（プロモーション）
❖ ＪＮＴＯ（日本政府観光局）や広域連携ＤＭＯ（東北観光推進機構）などとの連携により、本市の
魅力を世界に伝え、国内外からの観光客に選んでもらう

３

好循環の促進で「稼いで潤う」観光地経営
❖ 観光を軸とした幅広い地域産業の好循環を促す
❖ “稼いで潤う”地域となるための観光地経営を行う（マネジメント）

４

理
事
長

小
野
小
野
田田金

司
金
司 お

の
だ　

き
ん
じ

お
の
だ　

き
ん
じ

（メッセージ）

　十和田市民の皆様はじめまして、このたび十和田奥入瀬観光機構
の理事長に就任しました小野田金司です。どうぞよろしくお願いし
ます。
　私は十和田奥入瀬地域には旅行会社時代、数回添乗員として訪れ
ました。もう20年以上も前ですが、その頃の観光スタイルは、多
くの観光地を効率的にめぐる「周遊型」でした。ところが最近は、
地域住民との交流を深め、さらに魅力を実感できる「体験・滞在
型」の観光スタイルが求められています。この傾向は、訪日外国人
観光（インバウンド）客の増加によりさらに拍車がかかっています。
　この「体験・滞在型」の観光は、宿泊業者や交通事業者のみなら
ず、広く地域産業への経済効果が期待され、おまけに環境保全や地
域コミュニティの再生にまで貢献してくれる地方創生の切り札の産
業となっています。
　現在の十和田奥入瀬地域は、この新しい観光需要への対応が遅れ
ています。しかし、コンテンツは従前からある素晴らしい自然や文
化に加え、現代アートなど多様な観光素材がそろっています。この
地域に新しい観光を創造、成長させることが必要です。そのために
はその「人材」が必要です。
　ぜひ、市民の皆様も新しいグローバルな視点で観光を学び直し、
十和田奥入瀬地域の魅力を商品化して世界へ発信し、「稼いで潤
う」観光地経営にご参加ください。日本の観光は今、世界で一番成
長しています。観光産業をスタートさせるのは、今が絶好のチャン
スです。十和田奥入瀬観光機構はそんなあなたを応援する法人です。

《PROFILE》
大手旅行会社に20年以上勤務した後、神戸
夙
しゅくがわ

川学院大学教授を経て、神戸山手大学副
学長となる。旅行会社時代よりジャパンエ
キスポなどの地域振興型イベントやプロ
モーションを数多く手掛ける。61歳。

「稼いで潤う」観光地経営にご参加ください

さ
ん
さ
ん
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糖
尿
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

糖
尿
病
は
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
の
量

（
血
糖
値
）
が
正
常
よ
り
も
多
く
な
る
病

気
で
す
。

　

ブ
ド
ウ
糖
は
、
食
べ
物
に
あ
る
糖
分
が

分
解
さ
れ
変
化
し
た
も
の
で
、
血
液
中
か

ら
全
身
に
運
ば
れ
、
頭
や
体
を
動
か
す
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
ま
す
。
ブ
ド
ウ
糖
自
体

は
悪
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ブ
ド
ウ

糖
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
体
内
に
取
り
込

む
た
め
に
は
、
体
内
で
唯
一
、
血
糖
の
量

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
膵す
い
ぞ
う臓
か
ら
出
る

ホ
ル
モ
ン
「
イ
ン
ス
リ
ン
」
が
必
要
で
す
。

イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
量
が
不
足
し
た
り
、

ブ
ド
ウ
糖
を
体
内
に
取
り
込
む
働
き
が
悪

く
な
る
と
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
が
多
い

状
態
が
続
き
、
糖
尿
病
に
な
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
の
原
因
と
し
て
は
、
遺
伝
的
な

体
質
に
加
え
、
食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
と

い
っ
た
生
活
習
慣
の
乱
れ
や
肥
満
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

糖
尿
病
の
タ
イ
プ

　

糖
尿
病
は
、
主
に
１
型
と
２
型
の
２
つ

の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

１
型
糖
尿
病

　

膵
臓
の
細
胞
が
何
ら
か
の
原
因
に
よ
り

破
壊
さ
れ
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
ほ
と
ん
ど
分

泌
さ
れ
な
い
型
で
す
。
子
ど
も
や
若
い
人

を
中
心
に
幅
広
い
年
齢
で
発
症
し
ま
す
。

２
型
糖
尿
病

生
活
習
慣
の
乱
れ
や
遺
伝
体
質
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
重
な
り
、
イ
ン
ス
リ

ン
の
分
泌
量
が
不
足
し
た
り
、
働
き
が
悪

く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
で
発
症
し
ま
す
。

血
糖
値
を
正
し
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
で
、
病
気
の
進
行
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

日
本
で
は
、
糖
尿
病
患
者
の
95
パ
ー
セ

ン
ト
が
２
型
糖
尿
病
と
い
わ
れ
、
食
生
活

の
欧
米
化
や
交
通
手
段
の
発
達
な
ど
に
よ

る
運
動
量
の
減
少
な
ど
、
生
活
習
慣
の
変

化
に
よ
り
糖
尿
病
の
患
者
が
増
え
続
け
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行

す
る
恐
ろ
し
い
病
気

　

糖
尿
病
の
最
も
恐
ろ
し
い
点
は
、
自
覚

症
状
が
な
い
ま
ま
に
進
行
し
て
い
く
と
こ

ろ
で
す
。

　

高
血
糖
に
な
っ
て
も
痛
み
な
ど
の
症
状

が
な
い
の
で
、
高
血
糖
で
あ
る
こ
と
を
知

ら
な
い
ま
ま
、
長
い
間
放
置
さ
れ
が
ち
で

す
。
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
期
間

が
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
、
合
併
症
を
引
き

起
こ
す
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
は
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま

徐
々
に
血
管
を
傷
つ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾

病
を
引
き
起
こ
す
た
め
、
「
静
か
な
る
殺

し
屋
」
の
意
味
で
「
サ
イ
レ
ン
ト
・
キ

ラ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

治
療
と
し
て
は
、
ま
ず
は
生
活
習
慣
の
改

善
、
そ
れ
だ
け
で
足
り
な
い
場
合
は
血
糖
値

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
薬
や
イ
ン
ス
リ
ン
注

射
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　本県の糖尿病による死亡率は、平成29年の人口動態統計で19.1と全国でワースト２位となりま
した。４年ぶりに最下位を脱却したものの、糖尿病が原因で亡くなる人が依然としてとても多いした。４年ぶりに最下位を脱却したものの、糖尿病が原因で亡くなる人が依然としてとても多い
状況です。特に本市は、平成28年の調査で糖尿病死亡率が30.2と県平均の17.1を大幅に超え、県状況です。特に本市は、平成28年の調査で糖尿病死亡率が30.2と県平均の17.1を大幅に超え、県
内10市の中でワースト１位となっています。内10市の中でワースト１位となっています。
　これらの状況を踏まえ、市では「糖尿病」を本市の重要な健康課題の一つと捉え、糖尿病の早　これらの状況を踏まえ、市では「糖尿病」を本市の重要な健康課題の一つと捉え、糖尿病の早
期発見、早期治療、重症化予防に取り組んでいます。期発見、早期治療、重症化予防に取り組んでいます。
　そこで、今回は「糖尿病」に焦点を当て、基礎的な知識や予防方法、市の取り組みをお知らせ　そこで、今回は「糖尿病」に焦点を当て、基礎的な知識や予防方法、市の取り組みをお知らせ
します。します。

糖尿病糖尿病にに

動動動動態態態統統統統統計計計計計計計計計ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで11199999..1111ととととと全全全全全 でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででワワワワワワ スススススストトトトトト２２２２２２位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位ととととととととととととななななななりりりりりまままま動態統計で19.1と全国でワースト２位となりま

注意！注意！
～ 糖尿病を知って予防しよう ～～ 糖尿病を知って予防しよう ～



あなた
の生活

を

CHECK
！ 突然ですが質問です。あなたはいくつ当てはまりますか？

チェック項目が多いほど要注意。糖尿病の疑いがあるかもしれません…

野菜はあまり食べない

車移動が多く、あまり歩かない

甘い飲み物やお菓子をよく口にする

おやつを毎日欠かさない

空腹でなくても何か食べている

朝食は食べずに、昼や夜はたくさん食べる

飲酒後はラーメンや甘いデザートをよく食べる

毎日、お酒を飲む

運動はほとんどしない

フロア移動はエレベーターやエスカレーターを使う

たばこを吸っている

ささいなことでイライラする

糖
尿
病
と

イ
ン
ス
リ
ン
の
関
係

異
常
時
（
糖
尿
病
）
の
状
態

　

膵
臓
か
ら
出
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
量
が
不

足
し
た
り
、
働
き
が
悪
く
な
っ
た
り
し
て
、

ブ
ド
ウ
糖
が
筋
肉
な
ど
に
取
り
込
め
ず
、

血
液
中
に
多
い
状
態
が
続
く
と
糖
尿
病
に

な
り
ま
す
。

正
常
時
の
状
態

イ
ン
ス
リ
ン
が
正
常
に
働
き
、
血
液
中

の
ブ
ド
ウ
糖
の
量
が
適
正
に
保
た
れ
て
い

ま
す
。

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
怖
い
の
は
合

併
症
で
す
。

　

糖
尿
病
に
な
る
と
、
全
身
を
結
ぶ
血
管

で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
が
途
絶
え
、
細
胞

の
代
謝
異
常
な
ど
が
起
こ
り
、
合
併
症
は

全
身
の
臓
器
に
及
び
ま
す
。

　

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
神
経
障
害
、

網
膜
症
、
腎
症
な
ど
が
あ
り
、
こ
の
３
つ

は
、
三
大
合
併
症
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
、
糖
尿
病
と
な
っ
て
か
ら
５
年

で
神
経
障
害
に
よ
る
し
び
れ
が
起
き
、
15

年
で
手
足
な
ど
の
壊え

そ疽
が
発
症
し
ま
す
。

　

ま
た
、
目
の
自
覚
症
状
と
し
て
は
、
７

年
で
網
膜
症
な
ど
の
視
力
に
障
害
が
出
て
、

糖
尿
病
に
よ
る
合
併
症

最
悪
の
場
合
は
失
明
に
至
り
ま
す
。

10
年
か
ら
15
年
経
つ
と
腎
臓
に
障
害
が

現
れ
、
進
行
す
る
と
腎
不
全
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

腎
不
全
が
重
症
化
す
る
と
、
腎
機
能
を

補
う
た
め
、
週
に
３
回
程
度
通
院
し
、
１

回
４
時
間
以
上
（
１
カ
月
計
50
時
間
前

後
）
の
透
析
を
す
る
人
工
透
析
や
腎
移
植

が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
糖
尿
病
に
よ
り
、
血
管

の
動
脈
硬
化
が
進
み
脳
や
心
臓
の
障
害
が

生
じ
た
り
、
潰
瘍
や
脂
肪
肝
、
歯
周
病
、

認
知
症
な
ど
の
症
状
を
引
き
起
こ
し
た
り

し
ま
す
。

糖尿病による合併症の覚え方は
しめじ えのきと

し

め

じ

神経がダメージを受け、手足のしびれなどを起
こす「神経障害」

目の毛細血管が詰まることで、目の網膜の血管
が傷つき、視力が低下する「網膜症」

腎臓の糸球体が傷つき、腎臓の機能が元に戻ら
なくなる「腎症」

糖
尿
病
の

三
大
合
併
症

太
い
血
管

が
傷
つ
く
と

え
の

き

「壊疽」神経障害、血行障害、免疫力低下によ
る感染により起こる

「脳梗塞」初期の症状は、顔のゆがみ、腕のま
ひ、ろれつが回らないなど

「虚血性心疾患（狭心症・心筋梗塞）」心臓の冠
動脈が詰まって起こる

※動脈硬化は、糖尿病以外の要因（高血圧、脂質異常、喫煙など）も
関係するため、糖尿病発症以前から進行している場合があります。

不
健
康
な
生
活
習
慣

 失明

 腎不全▶人工透析

動脈硬化

糖尿病糖尿病予備軍 合併症発症

脈硬化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化

糖尿病
発症

し
め
じ

え

の
き

５ 2019年（平成31年）３月号広報

　

血
糖
値
の
高
い
状
態
が
続
く
と
、
徐
々

に
症
状
が
現
れ
て
き
ま
す
。
発
症
後
の
自

覚
症
状
に
は
、
多
尿
や
多
飲
、
体
重
減
少



早
期
発
見
が
決
め
手

　

糖
尿
病
の
予
防
は
、
早
期
発
見
が
重
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
定
期
的
な
健
診

を
受
け
、
自
分
の
体
の
状
態
を
知
る
こ
と

が
大
事
で
す
。

　

現
在
、
糖
尿
病
の
診
断
は
、
血
液
検
査

で
血
糖
と
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

エ
ー
ワ
ン
シ
ー
）
の
値
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

特
に
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
の
値
が
５
・
６
か
ら

６
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
の
範
囲
に
な
る

と
、
糖
尿
病
予
備
群
で
あ
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。

　

健
診
の
結
果
は
、
生
活
習
慣
を
見
直
す

良
い
機
会
で
す
。
異
常
が
見
つ
か
っ
た
ら

速
や
か
に
、
医
療
機
関
で
の
受
診
や
保
健

指
導
を
受
け
、
血
糖
や
体
重
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

本
市
の
現
状

生
活
習
慣
で

血
糖
値
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　

血
糖
値
が
基
準
値
を
超
え
た
と
し
て
も
、

初
期
の
う
ち
で
あ
れ
ば
、
生
活
習
慣
を
見

直
す
だ
け
で
血
糖
値
を
改
善
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

基
本
と
な
る
の
は
「
食
事
」
と
「
運

動
」
で
す
。
そ
し
て
、
大
切
な
の
は
「
心

掛
け
」
と
「
継
続
」
で
す
。

　

生
活
習
慣
の
改
善
に
は
、

食
事
が
と
て
も
重
要
で
す
。
高
血
糖
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
食
事
の
時
間
、
内
容
、
量

に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

【
時
間
】

　

１
日
３
回
、
規
則
正
し
く
食
事
を
取
る

こ
と
が
大
事
で
す
。
仕
事
な
ど
で
夕
食
が

遅
く
な
る
場
合
は
、
昼
食
を
し
っ
か
り
取

り
、
夕
食
を
少
し
控
え
め
に
。

【
内
容
】

　

ご
は
ん
や
パ
ン
な
ど
の
「
主
食
」
、
肉

や
魚
な
ど
の
「
主
菜
」
、
野
菜
や
キ
ノ
コ

な
ど
の
「
副
菜
」
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
毎
食

食
べ
る
こ
と
で
血
糖
値
の
上
昇
が
緩
や
か

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
食
事
で
も
野

菜
か
ら
食
べ
る
と
食
後
の
血
糖
値
の
上
昇

が
緩
や
か
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
量
】

　

自
分
の
体
格
や
活
動
量
な
ど
に
合
わ
せ

た
量
の
食
事
を
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

食
事
の
ポ
イ
ン
ト

運
動
の
ポ
イ
ン
ト

　

運
動
は
、
楽
し
み
な
が

ら
、
無
理
な
く
続
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

ま
ず
は
、
自
分
の
体
力
に
合
っ
た
運
動
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

運
動
が
苦
手
と
い
う
人
は
、
日
常
生
活

で
小
ま
め
に
体
を
動
か
す
こ
と
が
効
果
的

で
す
。
い
つ
も
よ
り
10
分
多
く
体
を
動
か

す
こ
と
を
意
識
し
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

は
な
く
、
階
段
を
使
う
、
買
い
物
な
ど
で

車
を
使
う
と
き
は
一
番
遠
い
駐
車
ス
ペ
ー

ス
に
止
め
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
運
動
量
を

増
や
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
、
体
重
管
理
も
重
要
で
す
。

　

自
分
の
体
の
変
化
が
ひ
と
目
で
分
か
る

よ
う
、
体
重
計
測
を
習
慣
に
し
て
適
正
体

重
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
体
質
の
人
で
も

適
正
体
重
を
意
識
す
る
こ
と
で
糖
尿
病
を

予
防
で
き
ま
す
。

　
　

特
に
Ｂ
Ｍ
Ｉ

（
肥
満
度
）
※

が
25
以
上
の
人

は
、
減
量
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

体
重
の
３
〜
５

パ
ー
セ
ン
ト
の

減
量
で
血
糖
値

の
改
善
が
期
待

で
き
ま
す
。

※ＢＭＩ（肥満度）＝体重（㎏）÷身長（m）÷身長（m）

適正体重（㎏）
　＝身長（ｍ）×身長（ｍ）×22

あなたの
適正体重を
計算してみよう！
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十和田市の糖尿病による死亡率
30

25

15

20

10

（４位）

（10位）

（５位）

（８位）

※赤字は県内10市の中での順位

18.9

30.2

（年）

（
人
口
10
万
人
当
た
り
の
死
亡
率
）

28

14.0

25

15.6

26 27

国
県

十和田市

　

平
成
28
年
の
十
和
田
市
民
の
死
因
別
の

死
亡
状
況
を
み
る
と
、
１
位
は
悪
性
新
生

物
（
が
ん
）
、
２
位
は
心
疾
患
、
３
位
は

肺
炎
、
次
い
で
、
脳
血
管
疾
患
、
老
衰
、

糖
尿
病
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
糖
尿
病
に
よ
る
死
亡
率
（
人
口

10
万
人
当
た
り
の
死
亡
率
）
は
、
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
、
特
に
平
成
28
年
は
、
急

激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
数
値
と

比
較
す
る
と
約
３
倍
、
県
全
体
平
均
の
数

値
と
で
は
約
２
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
10
市
の
中
で
は
ワ
ー
ス
ト

１
位
を
記
録
し
、
10
市
で
最
も
死
亡
率
が

低
い
つ
が
る
市
（
糖
尿
病
死
亡
率
６
・
１
）

の
約
５
倍
も
糖
尿
病
で
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。

検査項目 良好 要注意 要治療

血
液
検
査

空腹時血糖
（㎎/dl） 99以下 100～125 126以上

随時血糖
（㎎/dl） 139以下 140～199 200以上

ＨｂＡ１ｃ
（％） 5.5以下 5.6～6.4 6.5以上

この数値に注目しよう

（「糖尿病治療ガイド2018-2019」より）



　

糖
尿
病
は
、
合
併
症
に
よ
り
死
に
も
至

る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
予
防
す
る
た
め

に
は
、
何
よ
り
も
「
自
分
の
健
康
は
自
分

で
守
る
」
と
い
う
意
識
が
と
て
も
大
切
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
生
活
習
慣
を
見
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

サ
イ
レ
ン
ト
・
キ
ラ
ー
か
ら
自
分
自
身
を

守
る
た
め
に
は
、
実
践
あ
る
の
み
で
す
！

　

他
に
も
禁
煙
や
、
お
酒
の
飲
む
量
を
ほ

ど
ほ
ど
に
す
る
、
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
ず
に

発
散
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
血
糖
値
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

で
初
の
取
り
組
み
で
す
。

　

通
常
の
健
診
で
は
、
前
の
晩
か
ら
食
事

を
食
べ
ず
に
空
腹
で
測
定
し
ま
す
が
、
糖

尿
病
の
早
期
発
見
は
、
食
後
の
血
糖
測
定

で
も
判
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
簡
易
血
糖

測
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

「
移
動
診
療
所
」
と
す
る
こ
と
で
、
イ

ベ
ン
ト
で
の
簡
易
血
糖
測
定
が
可
能
と
な

り
、
幅
広
い
世
代
へ
の
意
識
啓
発
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
「
南
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
」
な
ど
の

地
域
イ
ベ
ン
ト
に
出
向
き
、
簡
易
血
糖
測

定
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
は
糖
尿
病
予
防
の

普
及
啓
発
な
ど
を
行
う
た
め
、
県
の
高
血

糖
ス
ト
ッ
パ
ー
ズ
を
活
用
し
、
糖
尿
病
予

防
講
演
会
（
十
和
田
市
健
康
宣
言
推
進
講

演
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
講
演
会
で

は
、
藤
原
内
科
の
藤
原
史ふ
み
か
ど門
院
長
が

「
知
っ
て
納
得
！
糖
尿
病
あ
れ
こ
れ
」
と

題
し
、
糖
尿
病
の
症
状
や
予
防
策
な
ど
を

説
明
し
、
発
症
や
悪
化
の
原
因
と
な
る
生

活
習
慣
の
見
直
し
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
壮
年
期
な
ど
の
若
い
世
代

が
集
ま
る
場
に
出
向
き
、
簡
易
血
糖
測
定

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

▲ 南コミュニティセンター
　 まつりでの「移動診療所」
　 による簡易血糖測定

▼ 糖尿病予防講演会
　 高血糖ストッパーズが運
　 動と生活習慣の改善を呼
　 び掛け

　

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
と
し
て
は
、

糖
尿
病
を
原
疾
患
と
す
る
新
規
の
人
工
透

析
導
入
患
者
を
抑
制
す
る
た
め
、
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
を
対
象
に
、
糖
尿
病
性

▲（保健センターの保健師）
　健康や糖尿病に関するお悩みなど
　気軽にご相談ください。

腎
症
な
ど
の
合
併
症
の
発
症
や
進
行
な
ど

の
重
症
化
予
防
に
重
点
を
置
い
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
未
受
診

の
人
や
受
診
を
中
断
し
て
い
る
人
の
う
ち

重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
人
に
保
健
指
導
を

行
い
、
受
診
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
十
三
地
区
医
師
会
と
協
定
を

締
結
し
、
連
携
し
た
支
援
体
制
の
整
備
や
、

医
療
機
関
で
治
療
し
て
い
る
人
に
対
し
、

か
か
り
つ
け
医
と
連
携
し
た
保
健
指
導
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
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本
市
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
県
内
10
市
の
中
で
糖
尿
病
に

よ
る
死
亡
率
が
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
な
っ
た

状
況
を
踏
ま
え
、
発
症
予
防
、
糖
尿
病
性

腎
症
重
症
化
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

発
症
予
防
と
し
て
、
潜
在
化
し
て
い
る

糖
尿
病
の
早
期
発
見
・
早
期
支
援
を
行
う

た
め
、
地
元
の
医
師
の
立
ち
会
い
の
下
、

看
護
師
に
よ
る
採
血
を
行
い
、
血
糖
値
を

測
定
す
る
簡
易
血
糖
測
定
を
行
う
「
移
動

診
療
所
」
を
平
成
30
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
県
内
の
自
治
体

　糖尿病予防のためには、定期的に健診を受け、自分の
体の状態を知ることが大事です。
　食事は、テレビなどで体に良い食材など、さまざまな情
報が紹介されていますが、その食材だけに偏った食事では
なく、「主食」「主菜」「副菜」をバランス良く、一日３
食を規則正しく食べることが大切です。フルーツ、野菜は
ジュースにして飲むより、そのまま食べる方が食物繊維も
摂ることができ、血糖値の上昇も緩やかになります。
　運動は、無理をせず、自分の体力に合わせて楽しく続
けることが大事です。特に冬場のオススメは、家の中で
のちょっとした体操や足踏みなど、生活の中に体を動か
すことを組み込むことが良いと思います。
　当院では看護相談外来もやっていますので、気になる
ことがありましたら、気軽にご相談ください。また、地
域の集まりなどで糖尿病についての講話もしていますの
で、お声掛けください。

中央病院 糖尿病ケアチーム 
　糖尿病看護認定看護師

成
なり た

田圭
けい こ

子看護師長

糖
尿
病
の
予
防
の
た
め
必
要
な
こ
と
は
、

定
期
的
な
健
診

　

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

　

継
続
し
た
適
度
な
運
動



十和田市十和田市体育、スポーツに関する表彰体育、スポーツに関する表彰
平成30年度

　この表彰は、本市の体育、スポーツの振興に功績のあった人や、各種スポーツ大会で優秀な成績を収めた
人に贈られます。

問スポーツ・生涯学習課スポーツ振興係☎722317

【
生
徒
個
人
】

山
崎
勝
磨
（
相
撲
）

齊
藤
美
姫
（
レ
ス
リ
ン
グ
）

【
一
般
団
体
】

北
里
大
学
獣
医
学
部
躰た

い
ど
う道
部

ス
ポ
ー
ツ
賞

【
一
般
個
人
】

吉
田
侑
雅
（
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
）

工
藤
慈
之
、
川
上
智
治
、
赤
坂
大
輔

（
少
林
寺
拳
法
）

髙
橋
旦
、
内
田
成
美
、
中
嶋
久
美
子

（
躰
道
）

横
倉
花
絵
、
下
長
根
澪
（
馬
術
）

芳
賀
一
博
、
佐
々
木
あ
さ
み
（
陸
上
）

【
生
徒
個
人
】

小
川
葉
月
（
サ
ッ
カ
ー
）

豊
川
菜
瑠
（
柔
道
）

福
田
瑞
紀
、
千
葉
翔
太
、
北
構
里
江
、

吉
田
茉
生
、
川
崎
愛
莉

（
少
林
寺
拳
法
）

今
泉
沙
彩
（
水
泳
）

小
原
潤
、
坂
本
博
一
（
相
撲
）

繋
皓
介
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

柏
本
結
子
（
登
山
）

赤
坂
楓
華
、
渡
辺
和
恵
、
豊
巻
若
葉
、

泉
日
彩
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

白
銀
柚
希
、
鈴
木
龍
亮
、
畠
山
修
弥
、

坪
修
平
（
陸
上
）

小
川
颯
太
（
レ
ス
リ
ン
グ
）

【
生
徒
団
体
】

三
本
木
農
業
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

三
本
木
農
業
高
校
相
撲
部

三
本
木
農
業
高
校
馬
術
部

三
本
木
農
業
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部

優
秀
選
手
賞

市役所からのお知らせ

体
育
功
労
賞

　

平
成
８
年
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
２
級
審
判
員
資
格
を
取

得
後
、
毎
年
審
判
員
研
修
会
を
行
い
、
審
判
員
の
養

成
・
資
格
者
の
拡
大
を
図
っ
た
。
平
成
12
年
に
は
１
級

審
判
員
資
格
を
取
得
し
、
市
協
会
の
審
判
委
員
長
（
審

判
長
）
、
県
協
会
理
事
・
監
事
と
し
て
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
の
普
及
の
た
め
に
会
員
の
拡
大
と
新
人
の
育
成
・
指

導
に
努
め
た
。
ま
た
、
市
協
会
会
員
の
育
成
指
導
・
強

化
に
も
携
わ
り
、
一
昨
年
は
国
民
体
育
大
会
優
勝
、
昨

年
は
全
国
選
抜
大
会
優
勝
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
へ
と

会
員
を
導
い
た
。

中
なかさわ

沢 四
よ ご ろ う

五郎さん
87歳・西二十三番町

元十和田市ゲートボール協会理事・
審判委員長（審判長）、元青森県
ゲートボール協会理事・監事

小
お や ま だ

山田 誠
まこと

さん

80歳・相坂字白上
三本木農業高校相撲部OB会会長
全日本大学選抜相撲十和田大会実行
委員会事務局長

2019年（平成31年）３月号　広報 ８

【
一
般
個
人
】

立た
ち
ざ
き崎  

幹み
き
と人

（
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
）

ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞

【
主
な
大
会
参
加
歴
】

❖　

第
８
回
ア
ジ
ア
冬
季
競
技
大
会
２
０
１
７
札
幌

　
　
　

（
男
子
12
・
５
キ
ロ
パ
シ
ュ
ー
ト
）
第
１
位

　

❖　

第
23
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
２
０
１
８
平

ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
昌

　
　
　

（
男
子
10
キ
ロ
ス
プ
リ
ン
ト
、
20
キ
ロ
（
個
人
）
）

　

青
森
県
相
撲
連
盟
上
十
三
支
部
会
員
と
し
て
、
相
撲

競
技
発
展
に
尽
力
し
た
。
特
に
、
昭
和
52
年
に
本
県
で

開
催
さ
れ
た
「
あ
す
な
ろ
国
体
」
に
お
い
て
は
、
相
撲

競
技
の
本
市
で
の
開
催
誘
致
に
も
貢
献
し
た
。
ま
た
、

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
選
抜
高
校
相
撲
十
和
田
大
会
な
ら

び
に
全
日
本
大
学
選
抜
相
撲
十
和
田
大
会
（
平
成
13
年

か
ら
は
事
務
局
長
を
務
め
て
い
る
）
の
実
行
委
員
と
し

て
、
両
大
会
の
発
展
に
も
寄
与
し
て
い
る
。
平
成
23
年

か
ら
は
三
本
木
農
業
高
校
相
撲
部
Ｏ
Ｂ
会
会
長
と
し
て
、

相
撲
道
発
展
の
た
め
後
輩
の
指
導
に
尽
力
し
て
い
る
。



【
一
般
個
人
】

山
端
詩
韻
遠
、
藤
井
康
弘
（
空
手
道
）

伊
藤
信
博
（
弓
道
）

池
田
信
子
、
佐
々
木
厚
子

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
）

下
川
原
春
男
、
鹿
島
育
子
、
鹿
島
唯
、

田
中
寛
子
（
硬
式
テ
ニ
ス
）

栗
山
旺
大
、
水
梨
裕
介
、
八
嶋
諒
（
柔
道
）

音
坂
勇
一
、
杉
山
幸
雄
、
畑
井
智
士
、

菅
原
裕
次
郎
、
都
築
一
雄
、
清
水
目
基
、

三
上
大
介
、
山
下
香
織
、
工
藤
佳
祐
、

三
國
泰
輔
、
宮
地
寿
子
（
水
泳
）

荒
谷
智
以
子
、
大
久
保
通
美
、

竹
鼻
厚
子
（
ス
キ
ー
）

櫻
田
晴
夫
、
中
野
誠
子
、
田
中
貞
子
、

佐
藤
健
児
（
卓
球
）

円
子
一
彦
、
小
山
田
良
子
、
吉
田
洋
子

（
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
）

小
笠
原
フ
ナ
、
中
野
渡
博
子
、

佐
々
木
八
重
子
、
吉
田
き
み
、
細
越
つ
ね
、

高
渕
清
子
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

扇
田
リ
エ
、
高
村
俊
雄
、
仁
和
ち
わ
、

立
崎
祐
吉
、
久
保
英
視
（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
）

下
田
昭
博
、
小
笠
原
英
明
、
畑
中
薫
、

深
堀
雄
一
、
小
笠
原
勢
一
、
野
月
明
広

（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）

佐
々
木
茂
、
鈴
木
辰
也
、
瀧
内
義
男
、

田
中
求
夢
（
陸
上
）

【
生
徒
個
人
】

後
澤
海
斗
、
中
村
陽
香
、
伊
豆
田
健
人
、

吉
崎
陽
、
岩
城
百
映
、
小
濱
あ
か
り

（
少
林
寺
拳
法
）

赤
垣
有
紀
、
山
市
紗
友
理
、
川
口
優
恵

（
相
撲
）

川
岸
璃
空
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

小
川
愛
生
、
川
村
弥
郁
（
な
ぎ
な
た
）

大
野
花
凜
（
陸
上
）

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

市役所からのお知らせ

【
一
般
団
体
】

十
和
田
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

特
定
非
営
利
活
動
法
人
十
和
田
市
サ
ッ

カ
ー
協
会

十
和
田
市
柔
道
協
会

十
和
田
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

十
和
田
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

十
和
田
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

【
生
徒
団
体
】

三
本
木
高
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

特
別
賞

▼
受
賞
15
回

藤
井
康
弘
（
空
手
道
）

▼
受
賞
10
回

市
沢
み
つ
ゑ
、
蛯
名
啓
一

（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）

小
笠
原
裕
也
（
サ
ッ
カ
ー
）

沢
光
雄
（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
）

都
築
一
雄
（
水
泳
）

畑
中
薫
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）

▼
受
賞
５
回

赤
坂
大
輔
（
少
林
寺
拳
法
）

川
崎
由
紀
、
中
清
水
晶
子
、
中
野
め
ぐ
み

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

久
保
英
視
、
仁
和
ち
わ

（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
）

櫻
田
尚
也
、
三
戸
一
史
、
田
中
大
一
、

豊
田
敦
、
中
野
渡
泰
介

（
サ
ッ
カ
ー
）

櫻
田
晴
夫
（
卓
球
）

髙
橋
旦
（
躰
道
）

瀧
内
義
男
（
陸
上
）

深
堀
雄
一
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）

三
上
大
介
（
水
泳
）

※
敬
称
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

市役所からのお知らせ

９ 2019年（平成31年）３月号広報

第８回 第８回 十和田市農業賞十和田市農業賞
この賞は、本市の基幹産業である農業分野において、生産性の
高い経営を実践するなど、地域農業の発展に貢献した個人や団体
に贈られます。

山
や ま だ

田 清
きよのり

徳さん
67歳・洞内字家ノ上

　耕畜連携による循環型農業を実践し、
青森県土づくりの匠

たくみ

として地域の模範と
なっているほか、十和田ブランド、「ぼ
けしらず」ねぎの産地化、十和田おいら
せミネラル野菜（Ｔ

ト ム
ＯＭ－Ｖ

ベ ジ
ＥＧＥ）の

中心的けん引役として尽力している。ま
た、十和田おいらせ農業協同組合野菜振
興会ねぎ専門部会長を長年務めるととも
に、ねぎ塾講師として次世代を担うねぎ
生産者を育成するなど、地域のねぎ生産
管理技術の向上に努めている。生産者と
しても実績・功績ともに優れ、地域農業
に多大なる貢献をしている。

授賞式の様子を紹介

平成31年２月７日㈭

十和田おいらせ農業協同
組合３階大ホールにて

受賞の喜びを述べる山田さん

表彰を受ける山田さん



４
月
１
日
か
ら
「
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
と
「
十
和
田
湖
郵
便
局
」
で

住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す

証明書などの種類

西コミュニティセンター 十和田湖郵便局

手数料 担当課

　受付時間：午前８時30分～
　　　　　　午後５時15分
（土・日曜日、祝日、年末年始（12
月29日～翌年１月３日）を除く）

　受付時間：午前９時～
　　　　　　午後４時
（土・日曜日、祝日、年末年
始（12月29日～翌年１月３
日）を除く）

請求できる人 請求できる人

住民票・除票の写し 本人、同一世帯員、代理人（※）

本人、同一世帯員
（マイナンバーおよび住民
　票コードの付かないもの
　に限る）

300円

市民課
戸籍謄本・戸籍抄本
（除籍・原戸籍除く）

本人、配偶者、直系親族、
代理人（※） 本人、同一戸籍の人 450円

戸籍の附票の写し
（除籍・原戸籍除く）

本人、配偶者、直系親族、
代理人（※） 本人、同一戸籍の人 300円

印鑑登録証明書 本人、代理人 本人 300円

所得証明書・課税証明書 本人、同一世帯員、代理人（※） 300円

税務課

市民税非課税世帯証明書 誰でも可 無料

納税証明書 本人、同一世帯員、代理人（※） 本人 300円

車検用（軽自動車税継続
検査用）納税証明書

本人、同一世帯員、代理人（※）
車検証があれば誰でも可 本人 無料

原動機付自転車・小型自動
車の標識交付証明書および
廃車申告受付書の再交付

本人、同一世帯員、代理人（※） 無料

耕作証明書 本人、同一世帯員、代理人（※） 300円
農業
委員会

農地台帳の写し 本人、同一世帯員、代理人（※） 無料

（※）委任状が必要です。

❖❖本人確認書類（次の①か②のいずれか）本人確認書類（次の①か②のいずれか）
　①運転免許証、マイナンバーカードなど顔写真付きの官公署が発行し　①運転免許証、マイナンバーカードなど顔写真付きの官公署が発行し
　　た物１点　　た物１点
　②　②健康保険証、年金手帳、年金証書などのうち２点健康保険証、年金手帳、年金証書などのうち２点
❖❖印鑑登録証（印鑑登録証明書が必要な人のみ）印鑑登録証（印鑑登録証明書が必要な人のみ）

⑵請求の際に必要な物

⑴請求できる証明書などの種類と請求できる人⑴請求できる証明書などの種類と請求できる人

2019年（平成31年）３月号　広報 10

休屋地区にある休屋地区にある
十和田湖郵便局十和田湖郵便局

問 市民課☎51６７５５　税務課☎51６７６５
　 農業委員会☎51６７４０

　４月１日から「西コミュニティセンター（現ふ
るさと皆館）」と「十和田湖郵便局」で証明書の
交付を行います。
　ただし、請求できる証明書などの種類や請求で
きる人が「市役所本庁」とは異なりますので、詳
しくはお問い合わせください。

「ふるさと皆館」は、「ふるさと皆館」は、
　４月１日から
「西コミュニティセンター」「西コミュニティセンター」
　へと名称が変わります。　へと名称が変わります。

ここ！ここ！



投 票 所 一 覧
投票区 投票所 投票区 投票所 投票区 投票所
第１投票区 十和田カトリック幼稚園 第17投票区 八郷会館 第33投票区 藤坂小学校（仲よし会）

第２投票区 市民文化センター 第18投票区 矢神集会所 第34投票区 藤島会館

第３投票区 東小稲会館 第19投票区 赤沼会館 第35投票区 伝法寺地区農村会館

第４投票区 三本木小学校 第20投票区 下切田小学校 第36投票区 米田地区集落総合センター

第５投票区 十和田中学校（拓心館） 第21投票区 関口生活センター 第37投票区 舘集会所

第６投票区 十和田商工会館 第22投票区 夏間木地区会館 第38投票区 平山集会所

第７投票区 北園小学校（仲よし会） 第23投票区 晴山公民館 第39投票区 月日山林業会館

第８投票区 白菊かねざき保育園 第24投票区 深持ふれあいセンター 第40投票区 十和田湖観光交流センター
「ぷらっと」

第９投票区 保健センター 第25投票区 中村集会所 第41投票区 十和田湖小学校・十和田湖中学校

第10投票区 西十四番町会館（旭町会館） 第26投票区 五十貫田集会所 第42投票区 市民の家

第11投票区 南コミュニティセンター
（旧南公民館） 第27投票区 洞内和徳館 第43投票区 大畑野生活改善センター

第12投票区 ちとせ小学校（仲よし会） 第28投票区 立崎公民館 第44投票区 西コミュニティセンター（※）
（十和田湖支所隣り）

第13投票区 井戸頭団地集会所 第29投票区 牛鍵公民館 第45投票区 段新集会所

第14投票区 一本木沢会館 第30投票区 東栄会館 第46投票区 農村交流施設沢田悠学館

第15投票区 東コミュニティセンター
（旧東公民館） 第31投票区 学習等供用施設高清水地区館

第16投票区 稲吉集会所 第32投票区 六日町生活改善センター

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
51
６
７
７
８

４
月
７
日
日
は
青
森
県
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す

■
投
票
日
当
日
の
投
票
時
間

▼
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

※
た
だ
し
、
第
40
投
票
区
投
票
所
十

　

和
田
湖
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ぷ

　

ら
っ
と
」
、
第
41
投
票
区
投
票
所

十
和
田
湖
小
学
校
・
十
和
田
湖
中

　

学
校
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
６

　

時
ま
で
で
す
。

■
選
挙
権
の
あ
る
人

　

平
成
13
年
４
月
８
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
で
、
平
成
30
年
12
月
28
日
以

前
に
十
和
田
市
に
転
入
の
届
け
出
を

し
、
引
き
続
き
十
和
田
市
に
住
所
を

有
す
る
人
。

■
投
票
所
の
確
認

　

投
票
所
一
覧
表
（
下
表
）
ま
た
は

投
票
所
入
場
券
（
は
が
き
）
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

３
月
20
日
以
降
に
転
居
し
た
人
は
、

転
居
前
の
投
票
所
で
の
投
票
に
な
り

ま
す
。

　

３
月
20
日
以
降
に
県
内
の
他
市
町

村
へ
転
出
し
た
人
で
転
出
先
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

■
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、

買
い
物
や
旅
行
な
ど
の
私
用
、
病
気

や
け
が
、
妊
娠
な
ど
の
理
由
で
投
票

が
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
住
ん
で
い

る
場
所
に
関
係
な
く
、
次
の
４
カ
所

の
い
ず
れ
の
投
票
所
で
も
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間　

３
月
30
日
㈯
〜
4
月
６
日
㈯

と
き
・
と
こ
ろ

▼
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　

▽
市
役
所
新
館
５
階

▽
十
和
田
湖
支
所
ふ
る
さ
と
皆
館

３
階
（
※
）

※
ふ
る
さ
と
皆
館
は
、
４
月
１
日
か

ら
「
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」

　

へ
と
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

▼
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

▽
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
「
ト
ワ
ー
レ
」

　

（
30
分
以
内
の
駐
車
は
無
料
）

▽
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　

十
和
田
店

■
郵
便
等
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
の

う
ち
、
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

人
、
ま
た
は
介
護
保
険
法
上
の
要
介

護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
の
人
は
、

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

※
不
在
者
投
票
、
郵
便
等
投
票
を
希

　

望
す
る
人
は
、
投
票
用
紙
の
請
求

　

が
４
月
３
日
㈬
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

告
示
日
前
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、

お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
不
在
者
投
票

　

出
稼
ぎ
な
ど
の
た
め
他
市
町
村
に

滞
在
し
て
い
る
人
、
指
定
病
院
、
指

定
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
な
ど
は

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

■
開
票

と
き  

４
月
７
日
㈰
午
後
９
時
10
分
〜

と
こ
ろ　

市
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

※
参
観
で
き
る
人
は
、
十
和
田
市
選

　

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

　

で
す
。
「
参
観
券
」
は
、
当
日
会

　

場
で
午
後
９
時
か
ら
受
け
付
け
し
、

　

先
着
１
０
０
人
ま
で
発
行
し
ま
す
。

■
投
票
所
入
場
券
（
は
が
き
）

入
場
券
は
告
示
日
（
３
月
29
日
㈮
）

以
降
に
郵
送
し
ま
す
。
投
票
（
期
日

前
投
票
を
含
む
）
を
す
る
と
き
に
持

参
く
だ
さ
い
（
入
場
券
が
な
く
て
も

投
票
で
き
ま
す
）
。

あ
ら
か
じ
め
、
転
出
先
市
町
村
な
ど

の
市
民
課
な
ど
で
「
引
き
続
き
住
所

を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
を
発
行
し

て
も
ら
い
投
票
所
で
提
示
す
る
か
、

投
票
所
に
お
い
て
口
頭
で
申
請
す
る

こ
と
で
投
票
で
き
ま
す
（
期
日
前
・

不
在
者
投
票
の
場
合
も
同
様
で
す
）
。
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市役所からのお知らせ



豊
か
な
高
齢
期
を
過
ご
す
た
め
に

生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

2019年（平成31年）３月号　広報 12

み
ん
な
で
男
女
共
同
参
画
の
輪
を
広
げ
よ
う　

男
女
共
同
参
画
市
民
情
報
誌
ゆ
っ
パ
ル
第
37
号

十和田市男女共同参画市民
情報誌ゆっパル編集委員に
よるコーナーです

「
ゆ
っ
パ
ル
」
の
由
来

　

こ
の
地
方
の
方
言
で
〝
結
ぶ
〞
と

い
う
意
味
の
「
ゆ
っ
ぱ
る
」
と
、
英

語
で
〝
仲
間
・
友
だ
ち
〞
と
い
う
意

味
の
「
パ
ル
」
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。

『
一
人
ひ
と
り
の
思
い
が
結
び
つ
い

て
仲
間
を
つ
く
る
』
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
自
立
し
て
豊
か
な

高
齢
期
を
過
ご
す
た
め
、
意
欲
的
な
社
会

参
画
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

65
歳
以
上
の
就
業
者
の
割
合
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、
現
在
仕
事
を
し
て
い
る
高
齢

者
の
約
４
割
が
「
働
け
る
う
ち
は
い
つ
ま

で
も
働
き
た
い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す

（
内
閣
府
平
成
29
年
版
高
齢
社
会
白
書
よ
り
）
。

　

今
号
で
は
、
退
職
後
に
第
２
の
人
生
と

し
て
、
自
分
が
や
り
た
か
っ
た
こ
と
を
仕

事
に
し
、
生
き
が
い
を
持
ち
な
が
ら
生
活

し
て
い
る
２
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

昔
か
ら
、
デ
パ
ー
ト
で
洋
服
な
ど
を
見

る
の
が
好
き
で
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
で
働
く
の

が
夢
で
し
た
。
悩
ん
だ
末
に
、
前
職
を
退

職
し
ブ
テ
ィ
ッ
ク
で
１
年
間
働
き
、
問
屋

さ
ん
と
の
お
付
き
合
い
な
ど
を
覚
え
ま
し

た
。
問
屋
さ
ん
に
助
け
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
１
人
で
何
に
で

も
対
応
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
良
い
毛
糸
を
お
客
さ
ん
に
広

め
た
い
と
い
う
思
い
で
手
芸
店
を
始
め
ま

し
た
。
最
初
は
、
毛
糸
を
販
売
す
る
だ
け

で
し
た
が
、
買
い
に
来
る
お
客
さ
ん
の
中

　

元
々
、
そ
ば
や
う
ど
ん
な
ど
を
作
る
の

が
趣
味
で
、
お
い
し
い
そ
ば
を
作
っ
て
家

族
で
食
べ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
そ
ば

作
り
し
て
い
る
人
た
ち
と
交
流
を
始
め
た

こ
と
が
今
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ
か
け
で

す
。
自
分
で
そ
ば
を
栽
培
し
て
作
り
始
め

た
当
初
は
、
ど
う
し
て
も
お
い
し
さ
を
実

感
で
き
ず
、
ど
う
し
た
ら
お
い
し
く
な
る

だ
ろ
う
？
と
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
し
た
。

何
年
か
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、

標
高
が
高
く
、
寒
暖
差
が
あ
る
と
こ
ろ
で

栽
培
す
る
そ
ば
が
お
い
し
い
こ
と
が
分
か

り
、
八
甲
田
山
麓
の
田
代
平
大
中
台
の
そ

ば
畑
で
自
家
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
６
年

前
に
「
八
甲
田
山
麓
」
と
い
う
商
標
登
録

を
取
り
、
今
年
は
長
野
へ
そ
ば
粉
を
約
１

ト
ン
出
荷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
は
、
店
は
妻
・
娘
を
中
心
に
経
営
し
、

自
分
は
そ
ば
打
ち
や
そ
ば
の
付
け
合
わ
せ

に
使
う
野
菜
・
山
菜
・
キ
ノ
コ
の
栽
培
や

魚
の
養
殖
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
店
は
、

そ
ば
の
味
を
評
価
し
て
も
ら
う
た
め
に

や
っ
て
い
る
感
じ
で
す
ね
。

　

季
節
を
感
じ
て
も
ら
え
る
そ
ば
を
出
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
栽
培
し
て
い

趣
味
の
延
長
が
仕
事
に

そば cafe 福（三本木字下平）
　佐々木　進一さん（69 歳）

定年より１年早く退職し、60歳の
時に「そば cafe 福」をオープン

る
ク
レ
ソ
ン
、
ウ
ド
や
ワ
ラ
ビ
な
ど
の
山

菜
、
キ
ノ
コ
、
養
殖
し
て
い
る
や
ま
め
や

ひ
め
ま
す
の
天
ぷ
ら
な
ど
を
そ
ば
の
付
け

合
わ
せ
に
出
し
て
い
ま
す
。
責
任
を
持
っ

て
、
安
心
な
食
材
を
提
供
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
で
や
っ
て
い
ま
す
。　

　

前
職
（
病
院
の
検
査
技
師
）
は
数
値
や

デ
ー
タ
で
結
果
が
出
る
仕
事
で
し
た
が
、

今
は
お
客
さ
ん
の
味
の
評
価
が

本
音
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
と

き
も
あ
る
の
で
、
結
果
が
出
て

い
る
の
か
ど
う
か
、
な
か
な
か
難

し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
ね
。

　

今
後
、
自
分
が
栽
培
し
た

そ
ば
粉
を
「
八
甲
田
山
麓
の

高
原
そ
ば
」
と
し
て
、
他
の

地
域
で
も
使
っ
て
も
ら
え
る

こ
と
が
最
終
目
標
で
す
。

営業時間は午前 11 時～午後２時
（月曜定休）

糸
に
魅
せ
ら
れ
、
励
ま
さ
れ
る

ニットの店　みつば（稲生町）
　　佐々木　知

ともこ

子さん（78 歳）

　30 歳の時に前職（信用金庫）を退
職し、「ニットの店みつば」を始める
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ホットな一句

奈
生
美

「さんかく日和」その 13
Akemi.N

編
集　

十
和
田
市
男
女
共
同
参
画
市
民
情

　

報
誌
ゆ
っ
パ
ル
編
集
委
員　

漆
舘
優
美

　

花
、
木
村
奈
生
美
、
笹
森
栄
子
、
新
藤

　

幸
子
、
中
野
渡
明
美
、
深
谷
淳
子

発
行　

総
務
課
広
報
男
女
参
画
係

☎
51
６
７
０
２

　
　
な
に

読
ん
で
る
の
？

へ
〜
、

起
業
で
も

す
る
の
〜
？

や
っ
ぱ
り

S
N
S

か
な
〜
。

と
り
あ
え
ず

副
業
で

や
っ
て

み
て…

は
い
は
い
、

と
り
あ
え
ず
本
業
を

ち
ゃ
ん
と
や
ろ
う
か
？

に
編
み
方
を
教
え
て
ほ
し
い
と
い
う
人
が

い
た
の
で
、
編
み
物
教
室
も
開
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。
細
か
い
作
業
は
苦
手
だ
っ
た

の
で
す
が
、
作
る
相
手
の
こ
と
を
考
え
な

が
ら
糸
を
選
ん
だ
り
、
デ
ザ
イ
ン
を
考
え

た
り
、
相
手
の
喜
ぶ
こ
と
を
し
て
あ
げ
た

い
と
い
う
気
持
ち
で
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
は
毎
日
４
、
５
人
ほ
ど
の
お
客
さ
ん

と
料
理
の
話
を
し
た
り
、
健
康
の
話
を
し

た
り
し
な
が
ら
、
編
み
物
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
教
室
に
来
る
お
客
さ
ん
の
ほ
と
ん

ど
が
家
で
は
夫
婦
だ
け
の
生
活
と
い
う
人

な
の
で
、
お
年
寄
り
の
集
う
場
を
作
り
た

い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
、
今
も
こ
の
仕

事
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
に

も
恵
ま
れ
て
い
て
、
お
客
さ
ん
が
喜
ん
で

く
れ
る
こ
と
に
自
分
も
生
き
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

１
人
で
仕
事
を
す
る
こ
と
は
本
当
に
大

編
集
後
記

　

今
以
上
に
毎
日
を
笑
っ
て
過
ご
し
、
い

く
つ
に
な
っ
て
も
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て

努
力
し
ま
す
！
（
Ｕ
）

　

退
職
後
は
休
息
し
た
い
と
思
う
の
に
、
苦

労
し
な
が
ら
自
営
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り

越
え
て
尊
敬
す
る
ば
か
り
で
す
。
（
Ｋ
）

　

大
好
き
な
趣
味
を
仕
事
に
で
き
て
う
ら

や
む
ば
か
り
。
病
気
も
年
も
吹
っ
飛
ば
し

て
楽
し
ん
で
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。
（
Ｓ
）

　

私
の
生
き
が
い
は
、
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
生
き
が
い
を

持
っ
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
Ｓ
）

　

好
き
な
こ
と
を
、
楽
し
み
な
が
ら
仕
事

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
50
代
の

今
か
ら
準
備
し
た
い
で
す
！
（
Ｎ
）

自
分
が
や
り
た
か
っ
た
こ
と
、
夢
を
現
実

に
し
て
い
る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
う
ら
や
ま
し
い
で
す
。
（
Ｆ
）

■
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　

生
き
が
い
を
持
ち
な
が
ら
生
活
を
す
る

こ
と
は
、
毎
日
を
彩
る
欠
か
せ
な
い
要
素

な
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

生
き
が
い
と
は
「
目
標
」
や
「
楽
し

み
」
で
あ
り
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
に
時

間
を
費
や
す
こ
と
で
生
活
が
よ
り
豊
か
で

楽
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
や
趣
味
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
図
れ
、
生
活
に
刺
激
を
与

え
て
く
れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

変
で
、
そ
の
都
度
仕
事
に
教
え
ら
れ
た
り
、

お
客
さ
ん
に
助
け
ら
れ
た
り
し
な
が
ら
今

に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
が
、
目
標
を
持
ち

続
け
た
り
、
気
持
ち
の
持
ち
よ
う
で
夢
は

叶
う
し
、
毎
日
を
楽
し
く
過
ご
せ
る
と
思

い
ま
す
。
糸
に
魅
せ
ら
れ
、
糸
に
励
ま
さ

れ
、
何
よ
り
も
お
客
さ
ん
か
ら
元
気
を
い

た
だ
き
な
が
ら
毎
日
頑
張
れ
て
い
ま
す
の

で
、
若
い
人
に
も
、
夢
を
持
っ
て
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
り
、
触
れ
た
り
す

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ホットな一句

奈
生
美

　

夢
抱
く

　

老
若
男
女

　

描
く
地
図

編み目の数をソロバンで計算しながら
考えます



問政策財政課地方創生・婚活支援係
　☎516712　ＦＡＸ㉔9616地方創生地方創生まち・ひと・しごとまち・ひと・しごと

十和田市　婚活支援 検索

　市や県では、結婚を希望する独身男女を応援する
さまざまな取り組みを行っています。
　今号では、結婚をしたい人の出会いを応援するた
めの組織「あおもり出会いサポートセンター」を紹
介します。

問あおもり出会いサポートセンター（運営団体：ＮＰＯ法人プラットフォームあおもり）
　　青森市新町２丁目５－４　スペースＭＯＭＯ２階 ☎017-721-1250 あおさぽ 検索

素敵な出会いを応援します素敵な出会いを応援します

あおもり出会いサポートセンター会員募集

会員条件　出会いを希望する ”満 20歳以上の独身者 ”
　　　　　で ”青森県にお住まい ”の人

登録料　無料

▶会員数（平成 31 年１月末現在）　1,880 人（男性 1,051 人、女性 829 人、成婚件数 延べ 222 件）

企業間婚活WEBマッチング登録募集
　独身男女の新たな出会いの創出を図るため、
「企業」×「企業」の企業間婚活を実施しています。
異なる会社（異業種）の人との交流を希望する
独身社員グループ同士の出会いの橋渡しを行い
ます。グループ交流から新たな出会いにつなげ
ませんか。まずは気軽にご登録ください。
登録条件　同企業の独身者（同性２人以上）に
　　　　　よるグループ登録（農業者のグルー
　　　　　プも可）
ご利用から交流までの流れ

登録 WEB
掲載 探す 調整 交流

2019年（平成31年）３月号　広報2019年（平成31年）３月号　広報 1414

～婚活支援事業～

あおもり出会いサポートセンターとは

　少子化の流れを変え活力ある青森県を
つくるため、ＮＰＯ法人プラットフォー
ムあおもりが県の委託を受け、素敵な出
会いを応援するために設置した組織です。

　会員登録をすると、協賛団体が企画した出会いの場
となるイベントなどの情報をメールマガジンで受け取
ることができます。
　会員登録をして、出会いの情報をキャッチすること
から始めてみませんか。

※協賛団体も募集しています。
　イベント告知などに活用してください。（現登録団体数：約 150団体）

会員証を
郵送

利用
開始

申込書取得
ＨＰから

電話にて
登録
完了

申込書
送付

入会
審査

会員ID
送付

登録完了まで１週間～ 10 日程度かかります

登録までの流れ

十和田市婚活応援サポーター募集中十和田市婚活応援サポーター募集中
　結婚を希望する男女の出会いから結婚までを応援し、身近な世話人として協力していただく十和田市
婚活応援サポーター（個人、企業・団体）を随時募集しています。
▶サポーター登録者数（平成 31 年１月末現在）　16 団体、個人 18 人
※市での婚活を応援してくれる人であれば、資格や年齢・性別、居住地などの条件はありません。
◆婚活応援サポーターの役割◆
▶県が設置する「あおもり出会いサポートセンター」の登録に関する、独身男女への働き掛け
　▶結婚を希望する独身男女やそのご家族などへの婚活支援情報の提供
　▶結婚を希望する独身男女の交流イベントや出会いの場づくりなどの自主的な企画、実施
　※ボランティアとしてご協力いただくので報酬はありません。
◆応募方法◆
　政策財政課で配布している申し込み用紙に記入し、持参、郵送、
　ＦＡＸのいずれかで提出してください。
　　（申し込み用紙は市ホームページからもダウンロードできます。）

な企画、実施



  ～上十三・十和田湖広域定住自立圏情報～みんな
で

出かけ
よう

とわだ産品情報 とわだ産品販売戦略課 検索問とわだ産品販売戦略課とわだ産品販売戦略課☎516743☎516743

　市では、地域の特産品づくりを応援するため、商品開発
や既存商品の改良を支援する「とわだの逸品開発事業」を
行っています。
　このたび、「とわだの逸品開発事業」を活用して、新た
に誕生した商品やブラッシュアップされた商品のお披露目
会を開催します。
　昨年度までに開発された97商品に、本年度開発された商
品が加わり100商品を超えました。
　これまでに誕生した商品の展示や試食もありますので、
ぜひ、ご来場ください。

「とわだ産品」を使った新商品を「とわだ産品」を使った新商品を
　お披露目します　お披露目します

とき　３月22日㈮　午後２時30分～３時30分
ところ　市民交流プラザ「トワーレ」
　　　　エントランスホール
※試食は、なくなり次第終了となります。

昨年度のお披露目会の様子

これまでに誕生した商品の数々

15 2019年（平成31年）３月号広報

米軍三沢基地内の主要な施設をバスで巡る「フレンドシップツアー」を開催し
ます。この機会にぜひ、ご参加ください。
　詳しくは三沢市ウェブサイトをご覧ください。

ホームタウンマッチデーを開催します
　Ｊリーグ（Ｊ３）に昇格したヴァンラーレ八戸のホーム
開幕戦がホームタウンマッチデーとして開催されます。
　本市を含む三八、上十三地域の16市町村（ホームタウ
ン）の小・中・高校生は、芝生席での観戦が無料となります。
　開幕戦当日には、ホームタウンのマスコットキャラク
ターの登場や特産品の販売なども予定されています。
　Ｊ３で戦うヴァンラーレ八戸を「全

ぜんりょく

緑」で応援してみま
せんか。

問㈱ヴァンラーレ八戸
　☎0178386644

©2014 VANRAURE HACHINOHE

とき ３月24日㈰　午後１時（試合開始）３月24日㈰　午後１時（試合開始）
ところ ダイハツスタジアムダイハツスタジアム
　　　　　　（八戸市市川町市川後55-1）（八戸市市川町市川後55-1）

三沢市 米軍三沢基地見学ツアー

▼とき　４月19日㈮

▼ところ　米軍三沢基地内

▼集合場所 スカイプラザミサワ

▼集合時間　午後０時30分

▼定員　60人（先着順）

▼申込期間　３月６日㈬～27日㈬

▼申し込み方法　電話・ＦＡＸ・メール
　のいずれかで申し込みください。
問 三沢市産業振興課☎535111
　 FAX537516　
　メール msw_friendshiptour@
　　　　 misawashi. aomori.jp 

申
　上十三・十和田湖広域定住自
立圏圏域のイベント情報をお届
けします♪

100商品到
達！

100商品到
達！

　Ｊリーグ（Ｊ３）
開幕戦がホ ムタウ

立圏圏域のイベン
けします♪

ホホホ ムムムホームヴァンラ
ーレ八戸

ヴァンラ
ーレ八戸

ヴァン太ヴァン太

※※小・中学生はチケット引換券、高小・中学生はチケット引換券、高
　校生・一般の人は、住所が証明で　校生・一般の人は、住所が証明で
　きるものを当日持参ください。　きるものを当日持参ください。
※一般の人は、会場で芝生席当日券※一般の人は、会場で芝生席当日券
　を500円で購入できます。　を500円で購入できます。
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窓
口
の
時
間
延
長
と

　
　
　
　
　

臨
時
開
設
を
行
い
ま
す

■
市
民
課　

☎
51
６
７
５
５

▽
住
民
異
動
届
の
受
け
付
け
（
転
入
・
転

　

出
・
転
居
な
ど
）

▽
戸
籍
届
の
受
け
付
け

▽
各
種
証
明
書
の
交
付
（
住
民
票
・
戸
籍

　

謄
（
抄
）
本
・
年
金
現
況
証
明
な
ど
）

▽
印
鑑
登
録
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

▽
国
民
年
金
の
資
格
に
関
す
る
手
続
き

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

※
各
種
証
明
書
の
交
付
に
限
り
、
月
・
金

　

曜
日
の
午
後
６
時
ま
で
窓
口
の
時
間
延

　

長
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
税
務
課　

☎
51
６
７
６
５

▽
所
得
（
課
税
）
証
明
書
・
納
税
証
明
書

　

の
交
付

▽
原
付
き
バ
イ
ク
な
ど
の
標
識
交
付
・
返

　

納
の
受
け
付
け

■
国
民
健
康
保
険
課

☎
51
６
７
５
０　

☎
51
６
７
５
２

▽
住
民
異
動
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
、
後

　

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
手
続
き

■
こ
ど
も
子
育
て
支
援
課

　

☎
51
６
７
１
６　

☎
51
６
７
１
７

▽
児
童
手
当
の
手
続
き

▽
児
童
扶
養
手
当
の
手
続
き

▽
子
ど
も
医
療
費
給
付
の
手
続
き

▽
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
給
付
の
手
続
き

▽
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
手
続
き

▽
保
育
所
な
ど
の
入
所
手
続
き

■
ま
ち
づ
く
り
支
援
課　

☎
51
６
７
２
６

▽
ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
説
明

▽
町
内
会
へ
の
加
入
案
内

▽
犬
の
登
録
、
転
入
、
転
出
手
続
き

▽
交
通
災
害
共
済
加
入
、
脱
退
手
続
き

時
間
延
長

３
月
28
日
㈭
、
29
日
㈮
、

４
月
１
日
㈪

午
後
５
時
15
分
〜
午
後
６
時

３
月
31
日
㈰

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

臨
時
開
設

市役所からのお知らせ

※
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務
や
マ
イ
ナ
ン

　

バ
ー
が
必
要
な
業
務
が
あ
り
ま
す
。

※
窓
口
で
は
「
な
り
す
ま
し
」
な
ど
に
よ

　

る
不
正
な
請
求
を
防
止
す
る
た
め
に
本

　

人
確
認
を
し
て
い
ま
す
。
本
人
確
認
書

　

類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転
免

　

許
証
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
が
手
続
き
を
行
う
場
合
、
委
任

　

状
な
ど
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り

　

ま
す
。

※
手
続
き
の
内
容
に
よ
り
、
印
鑑
が
必
要

　

な
場
合
や
、
後
日
改
め
て
お
越
し
い
た

　

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
事
柄
を
取
り

上
げ
、
法
律
の
面
か
ら
弁
護
士
が
解
説
し

ま
す
。
今
回
は
「
解
雇
」
に
つ
い
て
で
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
☎
51
６
７
７
７

あ
な
た
の
街
の

法法
律律
相相
談談

～第42回～

Ａ
）
会
社
が
あ
な
た
を
退
職
さ
せ
た
い
と

考
え
て
も
、
そ
の
方
法
は
、
あ
な
た
が
退

職
に
同
意
す
る
か
、
会
社
が
解
雇
す
る
か

の
ど
ち
ら
か
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

法
律
で
は
解
雇
が
認
め
ら
れ
る
条
件
は
非

常
に
厳
し
く
、
通
常
は
ま
ず
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。
従
っ
て
、
あ
な
た
が
退
職
に
同
意

し
な
い
限
り
、
簡
単
に
退
職
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
す
。
選
択
権
は
あ
な
た

が
握
っ
て
い
ま
す
。
辞
め
た
い
の
か
辞
め

た
く
な
い
の
か
、
ま
ず
は
あ
な
た
が
決
め

る
こ
と
で
す
。

Ａ
）
離
職
票
を
受
け
取
っ
た
ら
離
職
理
由

が
、
「
事
業
主
か
ら
の
働
き
か
け
に
よ
る

も
の
」
（
つ
ま
り
会
社
都
合
）
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
自
己

都
合
退
職
に
さ
れ
る
と
、
失
業
保
険
を
も

ら
え
る
期
間
が
短
縮
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　

（
文
責
・
弁
護
士　

十と

枝し

内な
い

亘
）

弁
護
士
法
人
十
枝
内
総
合
法
律
事
務
所

　

☎
㉑
４
０
０
５

Ｑ
）
失
業
保
険
を
受
け
る
た
め
の
注
意
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
）
有
給
休
暇
が
残
っ
て
い
る
場
合
、
退

職
日
ま
で
に
消
化
し
ま
し
ょ
う
。
退
職
日

ま
で
の
給
料
を
払
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
当

然
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
会
社
を
辞
め
る

と
、
会
社
の
健
康
保
険
は
使
え
な
く
な
り

ま
す
。
①
任
意
継
続
の
手
続
き
を
す
る
、

②
国
民
健
康
保
険
に
入
る
、
③
家
族
の
健

康
保
険
の
扶
養
に
入
る
、
の
い
ず
れ
か
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
会

社
か
ら
源
泉
徴
収
票
や
離
職
票
を
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

る

で
す

Ｑ
）
辞
め
た
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
会
社
は

納
得
し
な
さ
そ
う
で
す
。

Ａ
）
ま
ず
は
「
退
職
す
る
意
思
は
な
い
！
」

と
明
確
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も

会
社
が
し
つ
こ
く
退
職
を
迫
る
よ
う
な
ら
、

社
会
保
険
労
務
士
や
弁
護
士
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

Ｑ
）
会
社
に
嫌
気
が
差
し
た
の
で
、
辞
め

る
こ
と
に
し
ま
す
。

Ｑ
）
怖
か
っ
た
の
で
退
職
届
を
書
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。

文
書
を
送
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
無
理
に

書
か
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な

退
職
届
が
有
効
か
と
い
う
問
題
も
出
て
き

ま
す
。
た
だ
、
い
っ
た
ん
退
職
届
を
書
い

て
し
ま
う
と
、
後
で
覆
す
の
は
難
し
く
な

り
ま
す
。
辞
め
た
く
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

絶
対
に
書
か
な
い
こ
と
で
す
。

Ｑ
）
会
社
か
ら
突
然
退
職
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。

Ａ
）
す
ぐ
に
「
退
職
届
を
撤
回
す
る
」
と
の
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平成 31 (2019) 年度中央病院期間業務職員・非常勤職員等
募集のお知らせ

市役所からのお知らせ

募集区分 がん相談員 言語聴覚士 臨床検査技師

勤務場所 市立中央病院
対象※１ ❶、❷ ❸ ❹

業務内容
がん治療に関する相談や支援、
患者会（くつろぎサロン）活動
の事務ほか

病院での言語療法業務（失語症、
嚥
え ん げ

下障害、聴覚障害などの患者
のリハビリなど）

病院での臨床検査技師業務（生
理検査など）

募集人員 １人 １人 １人

勤務日 火～金曜日（祝日を除く） 月～金曜日（祝日を除く）

勤務時間 午前９時～午後５時 午前８時30分～午後５時

賃金・報酬
時間給 1,250 円 日額 7,900 円～ 9,700 円 日額 7,900 円～ 10,000 円

通勤手当相当を支給（条件などあり）

保険 社会保険、雇用保険

任用期間
平成31（2019）年４月１日～
平成32（2020）年３月31日
（必要に応じ再任用あり）

平成31（2019）年４月１日～９月30日
（６カ月ごとに更新の可能性あり）

面接試験 ３月12日㈫　午後３時
中央病院研修室（別館２階）

提出書類※２
①、②

※履歴書上部に希望職種（募集区分）を記入すること

申込期限 ３月８日㈮必着

申し込み方法 提出書類を直接持参か郵送 ( 〒 034-0093　西十二番町 14 番８号　十和田市立中央病院宛て）
※郵送の場合は、封筒の表に「医療職職員申込」と朱書きすること

申し込み・
お問い合わせ先

中央病院業務課
☎㉓ 5121

提出書類※２

①…履歴書（市販のものに顔写真貼付）　②…資格の免許の写し

表中※印の番号の説明

❶…昭和 29 年４月２日以降に生まれた人
❷…看護師か社会福祉士の資格を有する人
❸…言語聴覚士の資格を有する人
❹…臨床検査技師の資格を有する人

対象※１

市役所からのお知らせ



2019年（平成31年）３月号　広報 18

市役所からのお知らせ

募集区分 介護予防指導員 消費生活相談員 学校営繕作業員 アシスタント
ティーチャー

勤務場所 高齢介護課・
市内の温泉施設など 市消費生活センター 市内小・中学校

対象※１

❶、❸、❽、保健師・看護師・
准看護師・介護福祉士・作業療
法士・理学療法士のいずれかの
資格を有する人か訪問介護員養
成研修（１級または２級）を修
了した人で介護施設などでの実
務経験が３年以上の人

❶、❸、❽、12
❶、❺、❼、営繕業務
内容の経験があるか、
得意な人

❶

業務内容
介護予防事業に関する運動・
口
こうくう

腔機能向上体操の運営・指導
など

事業者などに対する消
費者からの苦情に係る
相談受付など

市内小・中学校の営繕
業務（木工製作・修理、
屋根など塗装、樹木伐
採など）

児童・生徒の教科
（国語、算数・数学、
社会、理科、英語
など）の指導の支援

募集人員 １人 １人 １人 若干名

勤務日 月～金曜日（祝日を除く）
年間45～120日

※勤務校との協議に
　より決定します。

勤務時間

⑴午前９時15分～午後３時
⑵午前８時15分～午後３時
⑶午前９時15分～午後２時30分
※⑴、⑶は休憩なし。
　⑵、⑶は月に２～３回程度の
　勤務です。

シフト制
⑴午前８時30分～
　午後３時15分
⑵午前10時15分～
　午後５時

午前８時30分～
午後５時15分 原則１日３時間程度

賃金・報酬
月額 158,400 円 月額 139,300 円 日額 8,700 円 日額 3,000 円（謝礼）

（交通費込み）通勤手当相当を支給（条件などあり）

保険 社会保険、雇用保険 なし

任用期間
平成31（2019）年４月１日～
平成32（2020）年３月31日
（必要に応じ再任用あり）

平成31（2019）年４月１日～
平成32（2020）年３月31日

平成31（2019）年４月１日～
平成32（2020）年３月31日
（うち一定の期間を除く）

平成31（2019）年
４月下旬ごろ～
平成32（2020）年
２月ごろ
※勤務校により変動
　あり

面接試験 ３月20日㈬　午後２時
市役所本館２階会議室

３月20日㈬　午前10時
市役所本館３階
第２委員会室

３月20日㈬　午前９時
十和田湖支所２階交流室 なし

提出書類※２ ①、②、⑤ ①、② ①、② ①、⑥
申込期限 ３月15日㈮必着 ３月12日㈫必着 ３月15日㈮ ３月12日㈫

申し込み方法

提出書類を直接持参か郵送　 提出書類を直接持参
（郵送不可）

（〒 034-8615（住所記載不要）
高齢介護課宛て）
※郵送の場合は、封筒の表に
　「介護予防指導員申込」と朱
　書きすること

（〒 034-8615（住所記載
不要）まちづくり支援
課宛て）
※郵送の場合は、封筒
　の表に「消費生活相
　談員申込」と朱書き
　すること

十和田湖支所まで持参く
ださい。

提出書類を直接持参
した際に、登録用紙
への記入と押印をし
てもらいます。十和
田湖支所まで持参く
ださい。

申し込み・
お問い合わせ先

高齢介護課
☎51 6720

まちづくり支援課
☎51 6777

教育総務課
☎72 2304

指導課
☎72 2309

募集のお知らせ
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市役所からのお知らせ

平成 31（2019）年度市役所期間労務職員・非常勤職員等

募集区分 公園緑地等
維持管理員

都市整備建築課
期間労務職員 道路維持補修作業員

勤務場所 市内

対象※１ ❶、❹、❾、10 ❶、❹、❾ ❶、❷、❹、❾ ❶、❷、❹、❻、❾、
11

業務内容

都市公園・保全地区・街路
樹などの維持管理業務など
（主に中高木の剪定など
と冬～春季の維持管理作業な
ど）

都市公園・保全地区・街路
樹などの維持管理業務など

道路の維持・補修・清掃業務、除雪作
業、凍結防止剤散布作業

募集人員 １人 若干名
勤務日 月～金曜日（祝日を除く）

勤務時間
午前９時～午後５時 午前８時30分

～午後５時15分 午前９時～午後５時

作業により、早朝などの勤務あり 作業により、早朝、夜間などの勤務あり

賃金・報酬
月額 160,800 円 日額 8,100 円 月額 160,800 円 月額 189,700 円

通勤手当相当を支給（条件などあり）
保険 社会保険、雇用保険

任用期間 平成31（2019）年４月１日～
平成32（2020）年３月31日

平成31（2019）年４月１日～
11月30日

平成31（2019）年４月１日～
平成32（2020）年３月31日

面接試験 ３月20日㈬　午後１時30分
市役所本館３階第１委員会室

３月20日㈬　午前９時30分
市役所新館３階会議室

提出書類※２ ①～③の全て ①～④の全て
申込期限 ３月15日㈮必着 ３月14日㈭必着

申し込み方法

提出書類を直接持参か郵送
郵送の場合は、〒 034-8615（住所記載不要）都市整備建築課
宛て
※履歴書上部に希望職種（募集区分）を記入すること
　（１枚の履歴書で複数の職種の希望が可能です。両方に
　申し込む場合は、募集区分を２つ記入すること）

郵送の場合は、〒 034-8615（住所記載
不要）土木課宛て

申し込み・
お問い合わせ先

都市整備建築課
☎51 6737

土木課
☎51 6730

❾…草刈機技能講習とチェンソー技能講習を修了して
　　いるか、受講する意思がある人
10…中高木の剪

せんてい

定などの作業のできる人
11…車両系建設機械運転技能講習（整地・運搬など）
　　を修了し、重機を使った作業経験がある人
12…消費生活相談員資格試験を自己負担により受験す
　　る意思がある人

❶…昭和 29 年４月２日以降に生まれた人
❷…市内に住所を有する人
❸…普通自動車の運転免許を有する人
❹…中型自動車（中型車は中型車「８トンに限る」）　
　　以上の運転免許を有する人（ＡＴ限定不可）
❺…準中型自動車以上の運転免許を有する人（５トン
　　限定を除く）（ＡＴ限定不可）
❻…大型特殊自動車の運転免許を有する人
❼…自家用車で通勤できる人
❽…パソコン操作（ワード・エクセル）ができる人

表中※印の番号の説明

①…履歴書（市販のものに顔写真貼付 )　　②…自動車運転免許証の両面の写し
③…労働安全衛生特別教育等修了証明書（草刈機・チェンソー）の写し　④…車両系建設機械運転技能講習（整地・
運搬など）修了証明書の写し　（※③、④は受講済みの人のみ）　⑤…資格を証明する書類の写し　⑥…印鑑

提出書類※２

対象※１

市役所からのお知らせ



☎㉓ 5111
FAX㉒ 5100

問…問い合わせ先
…申し込み先
※費用の記載がない
　ものは無料です。

土・日曜日および祝日は閉庁

❖お知らせの表記

市役所代表

　平成 30 年１月１日から 12 月 31 日までの間に賃貸借された農地の集計です。賃借料は、著しく低額や高額
なものを除外しています。賃貸借契約の目安としてご利用ください。

■平成 31 (2019) 年版　十和田市農地賃借料情報のお知らせ 問農業委員会☎51 6740

地　域　名
田 畑

平均額 最高額 最低額 筆数 平均額 最高額 最低額 筆数
大字深持、洞内、大沢田、馬洗場、立崎、八斗沢、豊ケ岡 10,100 19,000 7,400 208 12,400 15,000 9,000 15
住居表示区域、大字三本木、赤沼、切田の一部（向切田）、相坂 9,600 19,300 5,000 446 7,400 10,000 5,000 6
大字切田（向切田を除く）、藤島、伝法寺、大不動、米田、滝沢 9,700 15,000 5,000 195 5,900 10,000 5,000 14
大字沢田、法量、奥瀬 9,700 14,900 6,700 49 9,600 10,000 8,000 5
市全体 9,700 19,300 5,000 898 9,000 15,000 5,000 40

（賃借料は円／ 10 アール当たり）

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧と固定資産（土地・家屋・償却資産）課税台帳の閲覧により、固定資産
の評価額などを比較や確認ができます。

■固定資産の縦覧・閲覧 問税務課☎51 6768・51 6769

区　分 縦　覧 閲　覧

趣　旨

　固定資産税の納税者（固定資産税が課税され
ている人）は、自分の固定資産（土地・家屋）
評価額について、評価が適正であるか、市内の
他の固定資産評価額と比較することができます。

自分の固定資産税（土地・家屋・償却資産）
の課税内容を固定資産課税台帳により確認する
ことができます。

期　間 ４月１日㈪～５月 31 日㈮
（土・日曜日、祝日を除く）

通年（土・日曜日、祝日および年末年始を除く）
＊平成 31 年度分は４月 1日㈪から

縦覧および閲覧できる
人、その際に必要な物
※いずれの場合も本人　
　確認ができるものが
　必要です。
　（運転免許証など）

▼固定資産税の納税者本人、同一世帯家族、
　納税管理人

以下の人は所定の物が必要です

▼法人の代表者または委任を受けた代理人　　
　代表者印を押印した申請書または委任状

▼所有者本人、納税管理人

以下の人は所定の物が必要です

▼法人の代表者または委任を受けた代理人
　代表者印を押印した申請書または委任状

▼借地人、借家人など
　賃貸借契約書など

▼固定資産の処分をする権利を有する人
　権利を証明する書類など

備　考
土地のみ課税されている人は土地のみ、家屋

のみ課税されている人は家屋のみ縦覧が可能で
す。

手数料 300 円
※縦覧期間中（４月１日㈪～５月 31 日㈮）は
　無料

受付時間・場所 ▼受付時間　午前８時 30 分～午後４時 30 分　　　 ▼場所　市役所本館１階税務課
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市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
は
お
早
め
に
！

　

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
期
限
は
、
３

月
15
日
㈮
で
す
。
例
年
期
限
間
近
に
な
る

と
会
場
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
申

告
を
済
ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
に
必
要
な
書
類
（
収
支
内
訳
書
な

ど
）
は
、
必
ず
整
理
・
集
計
し
、
持
参
く

だ
さ
い
。
整
理
・
集
計
を
し
て
い
な
い
人

は
、
整
理
・
集
計
後
に
受
け
付
け
し
ま
す
。

問
税
務
課
☎
51
６
７
６
６
、
51
６
７
６
７

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
学
用
品
な
ど
の

費
用
負
担
が
困
難
な
保
護
者
に
援
助
し
ま

す
。

対
象　

小
・
中
学
校
に
就
学
し
て
い
る
児

　

童
・
生
徒
の
保
護
者
で
、
生
活
保
護
を

　

受
け
て
い
る
人
と
そ
れ
に
準
じ
て
生
活

　

が
困
窮
し
て
い
る
人

児
童
・
生
徒
が
在
籍
し
て
い
る
学
校

問
教
育
総
務
課
☎
72
２
３
０
５



粗大ごみ・大量のごみを出すときはルールを守りましょう 問まちづくり支援課☎51 6726
　十和田地域広域事務組合☎㉘ 2654

● 粗大ごみ●（指定のごみ袋に入らない大きさのごみ）

・ごみの収集場所には出せません。
　・まだ使える物はリサイクルショップを利用
　　しましょう。
▶粗大ごみの処理方法（いずれも有料）
　・十和田地域広域事務組合に自己搬入する。
　・まちづくり支援課で事前申し込みし、収集を依頼
　　する（屋外まで粗大ごみを搬出してください）。
　・一般廃棄物処理業許可業者へ依頼する。

● 大量のごみ●

・収集場所に２、３個ずつ、数回に分けて出しましょう
　　（大量に出すと他の人がごみを捨てられません）。

▶大量のごみの処理方法（いずれも有料）
　・十和田地域広域事務組合に自己搬入する。
　・一般廃棄物処理業許可業者へ依頼する。

料）
入する。
する。
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60
歳
未
満
で
会
社
な
ど
を
退
職
さ
れ
る
人
は

  

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す

60
歳
未
満
で
会
社
な
ど
を
退
職
さ
れ
る
人
や
、
そ
の
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
は
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。
保
険
証
を
任
意
継
続
さ
れ
る
人
も

国
民
年
金
へ
の
切
り
替
え
が
必
要
で
す
。

問
市
民
課
国
民
年
金
係
☎
51
６
７
５
３

　
　

八
戸
年
金
事
務
所
☎
０
１
７
８
・
４
４
・
１
７
４
２

■
60
歳
未
満
で
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き

　

会
社
な
ど
を
退
職
す
る
本
人
（
第
２
号

被
保
険
者
）
と
配
偶
者
（
第
３
号
被
保
険

者
）
は
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
が
必
要

で
す
。

◆
手
続
き
に
必
要
な
物

　

▼
印
鑑
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
▼
年
金
手
帳

▼
資
格
喪
失
証
明
書
▼
本
人
確
認
書
類

　

な
ど　
　
　
　

■
未
加
入
、
未
納
に
し
て
い
る
と

　

国
民
年
金
に
未
加
入
、
ま
た
は
加
入
し

て
い
て
も
保
険
料
を
未
納
に
し
て
い
る
と
、

老
後
に
受
け
取
る
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
減
額
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま

た
万
一
の
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

す
ぐ
に
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
予
定
で

も
空
白
期
間
が
１
日
で
も
あ
れ
ば
、
国
民

年
金
へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
保
険
料
の
納
付
方
法

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
郵
送
さ
れ
る
納
付
案
内
書
で
、
各
金

融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も　

　

納
付
で
き
ま
す
。

◆
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の　

　

納
付
手
続
き
に
必
要
な
物

　

▼
通
帳
▼
届
出
印
▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

　

ド
な
ど

※
前
払
い
（
前
納
）
す
る
と
保
険
料
の
割

　

引
が
あ
り
ま
す
。

■
納
付
に
困
っ
た
ら

　

保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
と
き
は
、
免

除
制
度
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
離
職
票
を
持

参
の
上
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

免
除
が
認
め
ら

れ
る
と
、
年
金
を

受
給
す
る
た
め
の

資
格
期
間
に
反
映

さ
れ
ま
す
。

【有料広告欄】　　「広報とわだ」に広告を掲載しませんか。申込先　総務課広報男女参画係☎51 6702



市
営
放
牧
場
へ
の
放
牧
牛
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
し
ま
す

と
き　

３
月
11
日
㈪
、
12
日
㈫　

午
前
９

　

時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

市
役
所
新
館
４
階
会
議
室

持
参
す
る
物　

▼
放
牧
牛
の
登
記
・
登
録

　

証
の
写
し
（
新
た
に
放
牧
す
る
牛
全

　

頭
分
）
▼
印
鑑

聞
き
取
り
す
る
内
容　

▼
人
工
授
精
希
望

　

精
液
名
（
１
頭
に
つ
き
２
種
類
ま
で
）

▼
妊
娠
牛
の
受
精
月
日
▼
子
牛
の
性

　

別
、
生
年
月
日

問
田
代
牧
野
畜
産
農
業
協
同
組
合

　

☎
72
２
６
９
０

　

農
林
畜
産
課
☎
51
６
７
４
５
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奨
学
生
募
集

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な

人
に
学
費
の
一
部
を
貸
し
出
し
し
ま
す
。

対
象　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▼
保
護
者
が
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人

▼
高
校
（
高
等
専
門
学
校
を
含
む
）・
大

　

学
・
短
大
に
在
学
し
て
い
る
人

※
専
門
学
校
・
大
学
院
は
除
く
。

▼
学
費
の
支
払
い
が
困
難
な
人

▼
心
身
と
も
に
健
康
で
学
業
成
績
が
優
良

　

な
人

募
集
人
員
・
貸
与
額
（
無
利
子
）

▼
高
校
（
高
等
専
門
学
校
）　

５
人
程
度

　

月
額
１
万
５
千
円
以
内

▼
大
学
・
短
大　

10
人
程
度

　

月
額
６
万
４
千
円
以
内

提
出
書
類　

▼
奨
学
金
貸
与
申
請
書
▼
成

　

績
証
明
書
▼
在
学
証
明
書
▼
保
護
者
世

　

帯
の
住
民
票
謄
本
▼
平
成
29
年
分
所
得

　

証
明
書
（
家
族
全
員
分
）
▼
連
帯
保
証

　

人
２
人
の
印
鑑
登
録
証
明
書

※
世
帯
の
状
況
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

提
出
書
類
は
直
接
持
参
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
教
育
総
務
課
と
市
役
所
本
館

　

１
階
会
計
係
横
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
備
え
付

　

け
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

選
考
方
法　

選
考
委
員
会
で
審
議
の
上
、

　

教
育
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

申
込
期
間　

４
月
１
日
㈪
〜
26
日
㈮

※
奨
学
金
の
振
り
込
み
は
６
月
下
旬
を
予

　

定
し
て
い
ま
す
。

問
教
育
総
務
課
☎
72
２
３
０
５

宝
く
じ
助
成
事
業
を
活
用
し
ま
し
た

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
実
施
し

て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用

し
、次
の
団
体
が
集
会
所
を
新
築
し
ま
し
た
。

◆
西
十
一
番
町
町
内
会

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課

　

☎
51
６
７
２
５

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

　

先
輩
創
業
者
の
体
験
談
が
聞
け
る
座
談

会
の
ほ
か
、電
子
商
取
引（
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
）に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
ま
す
。

と
き　

３
月
22
日
㈮　

午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

市
民
図
書
館

対
象　

創
業
・
起
業
・
電
子
商
取
引
を
検

討
し
て
い
る
人
、
興
味
・
関
心
の
あ
る
人

講
師　

▼
（
公
財
）
21
あ
お
も
り
産
業
総

　

合
支
援
セ
ン
タ
ー　

鎌
田
直
人
さ
ん
・

　

八
島
和
浩
さ
ん
▼
石せ
っ
け
ん鹸
工
房
「
種
々

　

と
木
々
」
代
表　

岩
城
利
英
子
さ
ん

定
員

20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
方
法　

商
工
労
政
課
に
備
え
付

　

け
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
参
加
申
込
書
に
記
入

　

の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

３
月
19
日
㈫

問
商
工
労
政
課
☎
51
６
７
７
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
☎
⑳
１
５
９
１

メ
ー
ル

shoko@
city.tow

ada.
 lg.jp

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
」　

新
規
取
り
組
み
地
域
の
募
集

　

高
齢
者
や
協
力
者
が
地
域
の
集
会
所
な

ど
に
集
ま
り
、
仲
間
づ
く
り
や
健
康
増

進
、
閉
じ
こ
も
り
防
止
な
ど
を
目
的
と
し

た
「
サ
ロ
ン
」
を
、
新
規
に
実
施
す
る
地

域
（
町
内
会
や
集
会
所
単
位
な
ど
）
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
地
域
数　

２
地
域
程
度

助
成
額　

年
間
５
万
円

指
定
期
間　

３
年
間

申
込
期
限　

３
月
29
日
㈮

問
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉓
２
９
９
２
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「
平
成
31
（
２
０
１
９
）
年
度
街
な
か
い

き
い
き
交
流
事
業
」
受
託
団
体
募
集

街
な
か
に
高
齢
者
が
気
軽
に
集
い
、
介

護
予
防
活
動
や
交
流
を
通
し
て
、
生
き
が

い
づ
く
り
の
推
進
と
健
康
寿
命
の
延
伸
を

目
指
す
事
業
を
運
営
す
る
団
体
を
募
集
し

ま
す
。

実
施
期
間
・
時
間　

５
月
21
日
㈫
〜
平
成

32
（
２
０
２
０
）
年
３
月
17
日
㈫
の
毎

　

週
火
曜
日
（
年
間
40
回
）　

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

実
施
場
所　

市
民
交
流
プ
ラ
ザ「
ト
ワ
ー
レ
」

実
施
内
容　

▼
介
護
予
防
活
動（
歌
体
操
、

筋
力
向
上
体
操
、
口こ
う
く
う腔
体
操
、
認
知
症

　

予
防
メ
ニ
ュ
ー
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

な
ど
）
▼
活
動
、
食
事
な
ど
を
通
し
た

　

交
流
▼
相
談
カ
フ
ェ

応
募
資
格　

▼
市
に
活
動
拠
点
を
有
す
る

　

団
体
で
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
や
生
き

　

が
い
づ
く
り
活
動
支
援
の
実
績
が
あ
る

　

こ
と
▼
会
則
な
ど
を
設
置
し
、
団
体
の

　

活
動
目
的
を
明
示
し
て
い
る
団
体
で
あ

　

る
こ
と　

な
ど

選
定
方
法　

団
体
の
申
請
書
類
と
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
４
月
中
旬
開
催
予
定
）

を
基
に
選
定
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

申
込
期
間　

３
月
15
日
㈮
〜
４
月
５
日
㈮

※
詳
し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
要
項
・
申
請
書
類
は
高
齢
介
護
課

　

に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
高
齢
介
護
課
☎
51
６
７
２
０

十
和
田
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
員
募
集

対
象
・
活
動
内
容
・
場
所
・
定
員

▼
ド
リ
ー
ム
班　

小
学
３
・
４
年
生
（
紙
・

科
学
工
作「
動
く
お
も
ち
ゃ
作
り
」な
ど
）

　

▽
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

15
人

　

▽
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

25
人

▼
エ
ジ
ソ
ン
班　

小
学
５
年
〜
中
学
３
年
生

（
木
工
、
電
気
工
作
、
ロ
ボ
ッ
ト
製
作

　

な
ど
）

　

▽
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

40
人

活
動
日
時　

主
に
土
・
日
曜
日
（
月
２
回
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

申
し
込
み
方
法　

各
学
校
を
通
し
て
配
布

　

さ
れ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

　

の
上
、
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
（
南

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
に
提
出
く

　

だ
さ
い
。

申
込
期
間　

３
月
16
日
㈯
〜
31
日
㈰

十
和
田
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
指
導
補

助
員
募
集

対
象

70
歳
以
下（
チ
ー
フ
指
導
員
の
補
助
）

指
導
日　

主
に
土
・
日
曜
日（
年
４
〜
５
回
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

報
酬　

１
回　

３
５
０
０
円

◆
い
ず
れ
も

問
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ（
南
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
４
４
１
６

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

地
域
活
動
な
ど
を
行
う
社
会
教
育
活
動
団

体（
４
人
以
上
）を
対
象
と
し
た
保
険
で
す
。

対
象　

団
体
活
動
中
の
事
故
、
往
復
中
の

　

事
故
な
ど

補
償
内
容　

傷
害
保
険
、
賠
償
責
任
保
険
な
ど

加
入
受
付
開
始
日　

３
月
１
日
㈮

保
険
期
間　

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

※
加
入
依
頼
書
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学

　

習
課
、
市
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
に
備
え

　

付
け
て
い
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
青
森
県
支
部

　

☎
０
１
７
・
７
８
２
・
６
９
８
４

自
然
ふ
れ
あ
い
観
察
会
参
加
者
募
集

　

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
ゆ
く
、
十
和
田
湖
・

白は
く
う
ん
て
い

雲
亭

と
き
・
集
合
場
所

　

４
月
３
日
㈬　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

※
鉛な
ま
り
や
ま
と
う
げ

山
峠
駐
車
場
（
白し
ろ
じ
や
ま

地
山
登
山
口
）

　

に
午
前
９
時
30
分
に
集
合

対
象　

中
学
生
以
上

定
員

15
人
（
最
少
催
行
人
員
５
人
）

費
用　

３
千
円
（
別
途
５
０
０
円
で
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
レ
ン
タ
ル
あ
り
）

持
ち
物　

昼
食
、
登
山
装
備

申
込
期
限　

３
月
25
日
㈪

※
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

　

ら
ご
確
認
で
き
ま
す
。

問
自
然
公
園
財
団

　

十
和
田
支
部

　

☎
75
２
３
６
８

▲QRコード



第
18
回
ゼ
ル
コ
バ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン

サ
ー
ト

学
校
訪
問
演
奏
な
ど
を
行
っ
て
い
る

「
ゼ
ル
コ
バ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
に
よ
る
心

温
ま
る
演
奏
会
で
す
。

と
き　

３
月
16
日
㈯　

午
後
２
時
開
演　

　
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

出
演
者　

高
橋
幸
男
（
チ
ェ
ロ
）、
石
川

　

泉
（
バ
イ
オ
リ
ン
）、藤
原
つ
や
子
（
フ

　

ル
ー
ト
）、
今
田
文
子
（
ピ
ア
ノ
）

ゲ
ス
ト　

ラ
ブ
♡
音
楽（
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
）
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演
奏
曲　

月
の
光
、
フ
ァ
ラ
ン
ド
ー
ル
、

　

ザ
・
ビ
ー
ト
ル
ズ
作
品
ほ
か

問
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課
☎
72
２
３
１
３

ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
募
集

■
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
（
前
期
）

と
き　

４
月
８
日
〜
８
月
26
日
ま
で
の
毎

　

週
月
曜
日
（
第
１
月
曜
日
と
祝
日
、
６

　

月
17
日
を
除
く
）
全
13
回　

　

①
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
②
午
後
７
時

　

〜
８
時
30
分
（
①
、
②
の
い
ず
れ
か
）

内
容　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

対
象

18
歳
以
上
の
市
民

定
員　

各
60
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間　

３
月
５
日
㈫
〜
４
月
１
日
㈪

■
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
第
１
期

と
き　

４
月
17
日
〜
７
月
10
日
ま
で
の
毎

　

週
水
曜
日　

全
11
回

　

①
午
前
10
時
〜
正
午
②
午
後
１
時
30
分

　

〜
３
時
30
分
（
①
、
②
の
い
ず
れ
か
）

内
容　

各
種
軽
ス
ポ
ー
ツ

対
象

❶
18
歳
以
上
の
市
民
（
学
生
は
除

　

く
）
❷
シ
ニ
ア
女
性
（
お
お
む
ね
60
歳

　

以
上
の
人
）

※
両
方
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間　

３
月
12
日
㈫
〜
４
月
10
日
㈬

◆
い
ず
れ
も

と
こ
ろ　

市
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

費
用　

▼
65
歳
未
満　

２
５
０
０
円
▼
65

歳
以
上　

１
８
０
０
円（
保
険
料
を
含
む
）

申
し
込
み
方
法　

参
加
料
持
参
の
上
、
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
（
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス

　

ポ
ー
ツ
教
室
は
代
理
で
の
申
し
込
み
は

　

で
き
ま
せ
ん
）。

申
込
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時
（
日

　

曜
・
祝
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

問
市
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉕
５
５
５
５
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市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「
新
年
度
会
員
」
募
集
説
明
会

と
き　

３
月
６
日
㈬
、
20
日
㈬　

午
前
10
時

〜
正
午

と
こ
ろ　

市
民
交
流
プ
ラ
ザ「
ト
ワ
ー
レ
」

対
象　

原
則
60
歳
以
上
の
人

※
各
開
催
日
２
日
前
ま
で
に
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

問
（
公
社
）
十
和
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材

　

セ
ン
タ
ー
☎
㉕
０
２
２
２

現
代
美
術
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
「
オ
ー
プ
ン
ミ
ュ
ー

　

ジ
ッ
ク
ス
ク
エ
ア
」

　

今
年
度
最
後
と
な
る
今
回
は
、
声
楽
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
賛

美
歌
「
ア
ヴ
ェ
・
ヴ
ェ
ル
ム
・
コ
ル
プ

ス
」
な
ど
、
心
に
響
く
旋
律
を
お
届
け
し

ま
す
。

と
き　

３
月
16
日
㈯　

午
前
11
時
30
分
〜

　

正
午

と
こ
ろ　

現
代
美
術
館　

休
憩
ス
ペ
ー
ス

■
３
月
10
日
㈰
は
現
代
美
術
館
常
設
展
示

　

市
民
無
料
デ
ー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
免
許
証
や
保

険
証
な
ど
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
を
受

付
に
提
示
く
だ
さ
い
。

問
現
代
美
術
館
☎
⑳
１
１
２
７

憲
法
講
演
会
〜
今
こ
そ
知
り
た
い
憲
法
基

本
の
「
き
」
〜

　

憲
法
の
基
礎
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目

的
と
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

３
月
９
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

上
北
地
方
教
育
会
館
（
西
三
番

　

町
４　

10
）

講
師　

弁
護
士　

花は
な
お
い生
耕こ
う
こ子
さ
ん
（
明

　

日
の
自
由
を
守
る
若
手
弁
護
士
の
会
）

問
（
一
社
）
十
和
田
労
働
福
祉
会
館

　

☎
㉓
６
８
２
０
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3.8 国際女性デーを祝うつどい
青森県内第１位の女性議員議席占
有率を祝し、５人の女性議員から十
和田市の男女共同参画政策などにつ
いてお話を伺います。
とき　３月９日㈯　
　　　午後２時～４時
ところ　市民文化センター
定員　50 人
※申し込みは不要です。
問 I 女性会議十和田支部・高森
　☎㉒ 1519

スノーシューを履いて歩きませんか？
冬場の運動不足解消のため、蔦沼

や十和田湖（敢
か ん こ だ い

湖台）をスノーシュー
（西洋かんじき）を履いて歩きませんか。
とき・ところ
　①蔦沼スノーシューランブリング
　　３月 16 日㈯　午前９時～正午
　　蔦温泉駐車場集合
　②十和田湖敢湖台スノーシュー
　　ランブリング
　　３月 23 日㈯　午前９時～午後３時
　　奥入瀬渓流館駐車場集合
対象　①５キロ（２時間半）の雪道を
　　　　歩ける人
　　　② 10 キロ（５時間）の雪道を
　　　　歩ける人
※①、②ともに休憩をとりながら歩
　きます。スノーシューは持参くだ
　さい。
費用　各 500 円（保険代）
持ち物　スノーシュー、ハイキング
　　シューズ（長靴）、帽子、手袋、
　　タオル、飲み物、甘い物（②に
　　参加の人は昼食）
申込期限　①３月 14 日㈭②３月 21 日㈭
※荒天時は中止します。
問どんぐりの森山楽校・小川
　　☎ 090-9037-4701

　市民の皆さんが行う催しの紹介、サークルなどの会員募集のコーナーです。費用費用
の記載がないものは無料の記載がないものは無料です。掲載希望の団体、サークルの人は市ホームページを
ご覧ください。

桜田マコトさんと一緒に
音楽と絵本を楽しもう

「子どもゆめ基金事業」による、絵
本の読み聞かせや紙芝居を行います。
桜田さんのトークと音楽もお楽しみ
ください。
とき　３月 16 日㈯
　　　午前 10 時 30 分～ 11 時 45 分
ところ　市民図書館　研修室
※申し込みは不要です。
問わっこの会・木村☎ 090-7324-8742

文化庁伝統文化親子ふれあい
文化教室事業参加者募集
華道池坊　季節のいけ花と日本舞
踊のレッスン（所作、礼儀作法、着
付け、帯結び）です。
とき　３月 16 日、４月 20 日、５月
　18 日・25 日、６月 15 日、７月６
　日・20 日、８月３日・24 日（いず
　れも土曜日）　午後６時～９時
ところ　市民交流プラザ「トワーレ」
対象　３歳以上
定員　15 人（先着順）
費用　500 円（花代）
持ち物　浴衣、足袋（白ソックス）、
　　　　タオル
※申し込みは随時受け付けしてい
　ます。
問木村☎ 090-7939-8294
　　花柳☎ 090-8783-0588

月のリズムに合わせた
タイ式ヨガ

マッサージのようなヨガです。ゆ
がみは健康面にも良くないことがあ
るので、ちょっとしたコツでゆがみ
を改善できます。全身運動で滞りの
ない流れの良い体にしましょう。
とき　３月６日㈬からの毎週水曜日
　　　午後７時～８時 45 分
ところ　市民交流プラザ「トワーレ」
定員　20 人（先着順）
費用　600 円
持ち物　ヨガマット（バスタオルで
　も可）、飲み物、バスタオル
※申し込みは随時受け付けしてい
　ます。
問食と健康 in 十和田・木村
　　☎ 090-8843-0622

空手道無料体験教室
「心と身体を鍛える」事を目標に、
武道である空手道の動きを楽しく体
験できます。道場では、特に礼節を
重んじており、技術指導だけでなく、
青少年育成に取り組んでいます。
とき　▶３月の毎週金曜日
　　　　午後７時～８時
　　　▶３月の毎週土曜日
　　　　午後６時 30 分～７時 30 分
ところ　志道館
対象　５歳以上
※動きやすい服装でおいでください。
問沖縄空手道剛柔流尚礼会十和田
　　支部・苫米地☎ 090-6227-0419

特別講演
　「即位の礼と大

だいじょうさい

嘗祭」
　2019 年の御即位を間近に控え、昭
和天皇の「大喪の礼」、今

きんじょう

上天皇の「即
位の礼」「大嘗祭」に掌典として携
わったいけはな青山御流 28 世家元・
園
その

楽
らくざん

山によるスライドなどを交えな
がらの特別講演です。
とき　３月 16 日㈯
　　　午後１時 30 分～午後３時 30 分
　　　（開場　午後１時）
ところ　市民文化センター
演題　即位の礼と大嘗祭
講師　青山御流 28 世家元　園 楽山
※申し込みは不要です。
問いけはな青山御流青森支部・高木
　☎ 080-1809-1507



平成 31(2019) 年度健康診査のご案内

種類 検査内容 対象・年齢
（平成 32（2020）年３月 31 日での年齢）

個人負担金

集団方式 個別方式
（指定医療機関）

１

特定健康診査
問診、身体計測、血圧
測定、尿検査、医師診
察、採血（糖代謝・肝
機能・腎機能）、心電
図検査、貧血検査、眼
底検査

・国民健康保険加入者（40 歳未満の加入   
　者は集団方式のみ受診できます）
・40 歳以上の生活保護受給者

無料
後期高齢者
健康診査 後期高齢者医療保険加入者

２ 胃がん検診（★） 胃Ｘ線検査
（バリウム検査）

40 歳以上の人
（40 歳未満の国民健康保険加入者は集団
方式のみ受診できます）

1,300 円 1,800 円

３ 結核・肺がん検診（★） 胸部Ｘ線検査 400 円 実施なし

４ 大腸がん検診（★） 便潜血検査
（２日分の採便） 500 円

５ 乳がん検診
（２年に１回）（★）

マンモグラフィ
（検査）

40 歳以上で平成 30 年度に市が実施した
乳がん検診を受診していない女性
（心臓ペースメーカー装着者、VPシャント造設者、現
在授乳中の人、豊胸手術をされた人は受診できません）

1,000 円

６ 子宮頸
けい

がん検診
（２年に１回）（★） 視診、細胞診 20 歳以上で平成 30 年度に市が実施した

子宮頸がん検診を受診していない女性 1,200 円
1,200 円

▶医療機関に
直接申し込み

７ 骨粗しょう症検診 足骨量測定 40・45・50・55・60・65・70 歳の女性 600 円 実施なし

８ 肝炎ウィルス検査
（電話申し込み） Ｂ型・Ｃ型 40 歳以上で過去に受診したことがない人 無料

９ 人間ドック
上記１～４の他、腹部
超音波、視力、聴力、
血液追加検査など

・40 歳以上の国民健康保険加入者
・後期高齢者医療保険加入者
・40 歳以上の生活保護受給者

14,000 円
▶市立中央病
　院で実施

実施なし

個人負担金の免除
　市民税非課税世帯、生活保護、満70歳以上の人は、一部の健診を除いて個人負担金が免除となります。
　詳しくはお問い合わせください。
子宮頸がん検診（個別方式）
　子宮頸がん検診は、以下の指定医療機関で実施しています。受診希望者は直接申し込みください。

指定医療機関名 電話番号
十和田産婦人科内科クリニック ㉓ 7777
藤井産婦人科医院 ㉒ 5588
市立中央病院（健診センター） ㉓ 5763
しんクリニック ㉒ 7711

　市立中央病院（健診センター）の子宮頸がん検診は、
経
けいちつ

膣エコー検査を含むため追加料金があります。
　詳しくは市立中央病院へお問い合わせください。

2019年（平成31年）３月号　広報 26

★平成31年４月１日時点で満40歳（昭和53年４月２日～昭和54年４月１日生まれ）の人は、各種がん検診を  
　無料で受けられます。

●協会けんぽ、共済組合など、国民健康保険以外の保険に加入している40歳以上の被扶養者（家族）の特定健康診査
　の申し込みは、青森県総合健診センター（☎017-741-2336）へ４月１日以降直接申し込みください。

十和田市　検診 検索

　電話、インターネット、健康診査申込書（※）のいずれかで、申し込みください。
※健康診査申込書は、40 歳以上の国民健康保険加入者、61歳以上の人、前年度に市の健診
　　を受診した人などへ郵送します。
▶申込期間 ３月１日㈮ ～ 25 日㈪
▶お問い合わせ・申し込み先　健康増進課（保健センター）☎516790・516791・516792
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３月の健康カレンダー
◉乳幼児健診・母子健康相談
▶問診票・母子健康手帳を持参してください。

※２歳児発達健診は２歳６カ月児が対象です。
※３歳児健診は３歳６カ月児が対象です。問診票一式は事前に郵送して
　います。
※発熱や感染症治療中のときは、翌月以降に受診してください。
　なお、対象月に受診できない場合は保健センターへご連絡ください。
※保健センター駐車場が満車の場合は、近隣の有料駐車場をご利用くだ
　さい。

内容 受付時間 ところ・問い合わせ
◆４か月児健診
健診日までに満４カ月に達す
る乳児

12日㈫
12：30～13：00
※バスタオル持参

保健センター
問健康増進課
☎516792

◆１歳６か月児健診
平成 29 年９月生まれの幼児

13日㈬※歯ブラシ持参
12：30～13：00

◆２歳児発達健診
平成 28 年９月生まれの幼児

14日㈭※歯ブラシ持参
12：30～13：00

◆３歳児健診
平成 27 年９月生まれの幼児

19日㈫
12：00～12：45

◆ほっとマミーサロン
妊婦と生後６カ月未満の乳児
を持つお母さん
★サロンの日 
 （ママ同士の交流）

４日㈪・11日㈪・
18日㈪・★25日㈪
13：30～15：30
※要事前予約

  市民交流プラザ
    「トワーレ」
   問健康増進課
　　☎516792

◉各種相談
内容 受付時間 ところ・問い合わせ

◆こころの相談
心の悩み、不眠、もの忘れ、
お酒のことなど、気がかりの
ある人・家族

６日㈬
14：00～15：00
※４日㈪までに要予約 保健センター

問健康増進課
☎516791◆栄養相談

栄養・食生活に関する相談を
希望する人

20日㈬
９：30～・13：15～
※15日㈮までに要予約

◆療育相談
首すわり、おすわり、歩き始
めが遅い気がするなど発育や
発達について心配のあるお子
さんの家族

20日㈬※要予約
▶継続の人
　９：30～10：30
▶新規の人
　10：30～11：00

上十三保健所
問☎㉓4261

◆Ｂ型・Ｃ型肝炎検査
過去にＢ型・Ｃ型肝炎ウイル
ス検査を受けたことがない人

５日㈫・12日㈫※要予約
13：00～13：30

◆精神保健福祉相談
心の悩みや病気に関する相談
を希望する人

20日㈬※要予約
13：00～14：00

◆女性健康相談
思春期や不妊、更年期障害な
どにお悩みの人

14日㈭
10：00～10：30

◆まちなか健康相談
心や体のことを相談したい人

８日㈮
９：30～15：00

市民交流プラザ「トワーレ」
　 問健康増進課
      ☎516791

◆エイズに関する相談
感染の心配やエイズに関する
相談を希望する人

５日㈫・12日㈫※要予約
13：30～14：30

上十三保健所  エイズ専用
問☎㉓8450

◆「とわだＤＥ子育て応援ナビ」を利用しましょう。
子どもの予防接種のスケジュール管理や子育て情報
　を得ることができます。

とわだ　子育てナビ 検索談
さい。

◆

問健康増進課健康管理係☎516790◉献血のお知らせ
実施予定日 時　間 場　所

20日㈬
10：00～12：00 ㈱大泉製作所　十和田工場
13：30～16：00 ＤＣＭホーマック㈱十和田店

24日㈰
10：00～11：45

イオンスーパーセンター十和田店
13：00～16：00

３月は自殺対策強化月間です

呼吸を整えて、心を整える
　緊張やストレスは呼吸を浅
くします。そんなときは腹式
呼吸を試してみましょう。

問健康増進課健康づくり推進係☎516791

♪ ♪やってみよう 腹式呼吸
まずは、体中の空気を全部吐き出しましょう。
新鮮なエネルギーが体全体に満ちてくること  
をイメージしながら、鼻から息を吸う（４秒）

①

緊張、疲れ、不安などマイナスの感情が自分か
ら吐き出されることをイメージして、口から息
を吐く（８秒）

②

①、②を繰り返して、リラックス③
悩んだときは、一人で抱え込まずに身近な人や、
健康増進課（保健センター）へご相談ください。

「女性の健康づくり」応援します！

　いつまでも生き生きと輝く女性でいるため
には、毎日の健康管理と定期的な健康チェッ
クが大切です。

　新年度の特定健康診査、各種がん
検診の申し込みが始まりました。
　忘れずに申し込みください。

３月１日～８日は「女性の健康週間」です。
この機会に、日頃の生活習慣を見直してみま

しょう。

問健康増進課
　健康づくり推進係
　☎516791

　市では、県内のＮＩＣＵ（新生児特定集中
治療室）・ＧＣＵ（新生児治療回復室）に入
院する生後２カ月までのお子さんに面会する
ための交通費や宿泊費などの一部を助成して
います。
申請は３月31日までとなっていますが、

３月31日以降も引き続き入院の場合はご連
絡ください。
　詳しくはお問い合わせください。

問健康増進課母子保健係☎516792

申請は忘れずに！
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アプリで「広報とわだ」を読みませんかアプリで「広報とわだ」を読みませんか人口と世帯
平成31年1月末

現在

区分 人・世帯数 前月比 前年比
人口 61,674人 －43人 －575人
男 29,562人 －13人 －244人
女 32,112人 －30人 －331人
世帯 27,570世帯 －３世帯 ＋83世帯

～今日も無事でいてほしい～
みんなでつくろう 安全・安心なまち

セーフコミュニティ十和田

利用方法利用方法
　QRQRコードを読み込み、コードを読み込み、アプリアプリ
「マチイロ」「マチイロ」をインストールする。をインストールする。

２㈯
▶紙しばい倶楽部とわだ「紙芝居」<10：30>～市民図書館
　（問市民図書館☎㉓7808）
▶こころのふれあいサロン・おあしす<10：00>
　～市民文化センター（問健康増進課☎516791）

３㈰
▶第57回十和田市素人防犯演芸大会<９：30>
～市民文化センター（前売り1,000円（当日300円増））
（問市防犯協会☎516783）

４㈪ ▶おしゃべりサロン「クローバー」<①10：00・②13：30>
～保健センター（問傾聴サロンとわだ・黒子☎090-2796-0999)

９㈯

▶話しのサロン・こころの広場ルピナス<10：00>
～勤労青少年ホーム（問健康増進課☎516791）（23日も開催）

▶語りの会・こま草「おはなしのゆうびんやさん」
　<①10：30・②14：00>～市民図書館
　（問市民図書館☎㉓7808）（23日も開催）
▶The BEaT ユーフォニアム・チューバアンサンブル第３回　
　定期演奏会<18：00>～市民文化センター
　（問The BEaT・山下☎090-7329-4964）

15㈮
▶第26回十和田チャーチル会・絵画こう会合同美術展
　<10：00>～市民文化センター
　（問十和田チャーチル会・石田☎㉒1971）（～17日）

17㈰ ▶ピアニッシモの会　ピアノ発表会<14：00>
　～市民文化センター（問ピアニッシモの会☎090-7068-2176）

24㈰
▶みゆきピアノ教室　ピアノ発表会<13：00>
　～市民文化センター
　（問みゆきピアノ教室・笹森☎090-4556-6602）

26㈫ ▼プラネタリウム春休み平日投影<①11：00・②15：00>
　～市民文化センター（～４月５日）

＜＞…開始時間その他の催し

内　容 日　時

◆出張年金相談
　年金の無料相談

28 日㈭※要予約
午前 10 時～午後３時
（予約があった場合に開催）
※予約先八戸年金事務所
☎ 0178 -44-1742

ところ　市役所新館３階会議室
問八戸年金事務所☎ 0178 44 1742　市民課☎51 6753

内　容 日　時

◆市税等夜間納付・相談窓口

1日㈮
４日㈪～８日㈮
25 日㈪～ 29 日㈮
４月１日㈪～４日㈭
午後５時 30 分～８時

ところ　収納課
※本館北側職員通用口からお入りください。
　（午後６時以降は本館正面玄関からは入れません）
問収納課☎51 6761
市税などの口座振替をご利用ください
　指定する市内の金融機関の口座から振替納付がで
きます（年金天引きの市県民税を除く）。
▶手続場所　収納課、十和田湖支所、市内金融機関
▶持参する物　納税通知書、通帳・届出印
問収納課☎516762

３月の市民無料相談
内　容 日　時

◆行政相談
行政機関などの業務に対する苦
情、意見、要望などの相談

４日㈪・18 日㈪
４日は十和田湖支所同時開催
午後１時～３時

◆人権相談
いじめや差別、家庭内や隣近所と
のもめごとなどの相談

８日㈮・22 日㈮
午後１時～３時

◆法律相談（定員７人）
相続、離婚、借金などの相談

27 日㈬　午後１時～４時
※ 20 日㈬午前８時 30 分から予約開始

◆不動産相談（定員４人）
不動産の売買、不動産の賃貸借な
どの相談

14 日㈭　
午後１時～３時
※７日㈭までに要予約

◆くらしとお金の相談
多重債務、生活資金などの相談

13日㈬　午前10時～午後４時
※前日までに要予約

◆法テラス青森（定員６人）
借金・離婚・労働問題などの相談
（法律相談）※資力基準に該当す
る人

12 日㈫・26 日㈫　
午後１時～４時
※予約先☎ 050 -3383-5552

◆消費生活相談
悪質商法、架空請求、製品事故な
どの消費生活の相談

毎週月～金曜日
午前８時30分～午後４時30分
※相談前に要予約

◆交通事故相談　
交通事故による損害賠償、示談など
の相談

19 日㈫　
（予約があった場合に開催）
※予約先県庁☎ 017 -734-9235

ところ　まちづくり支援課市民相談室
問まちづくり支援課☎51 6777

問健康増進課
　☎51 6790休日当番医

３日㈰ 高松病院　　　　　　　　　　☎㉓6540
10日㈰ のづき内科小児科クリニック　☎⑳1880
17日㈰ 佐藤内科クリニック　　　　　☎㉕2888
21日㈭ 清潮会クリニック　　　　　　☎㉕3300
24日㈰ 育成会内科小児科　　　　　　☎㉑5558
31日㈰ 藤井産婦人科医院　　　　　　☎㉒5588

市民文化センター・生涯学習センターは
改修工事のため、次の期間休館します

問 スポーツ・生涯学習課☎72 2313

（理由）吊り天井の耐震改修工事などのため

　利用者の皆さまには、ご不便をおかけしますが、
ご理解・ご協力くださいますようお願いします。

平成　　（2020）年　　月　　日～32 ４ １
33 ３ 31平成　　（2021）年　　月　　日

（休館期間）

※上記期間にかかる利用予約は、一時停止します。
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